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＝平成１３年度学位記授与式＝
告　辞

学長　　厚　谷　郁　夫

　平成１３年度北見工業大学学位記授与式にあた

り、工学部卒業生３５７人の学士の学位を授与さ

れた諸君、並びに大学院博士前期課程修了生１１２

人の修士の学位を授与された諸君、及び大学院

博士後期課程修了生９人の博士の学位を授与さ

れた諸君、この中にはマレイシア、バングラデ

シュ、カンボディア、中華人民共和国から留学

された１４人の学生も含まれておりますが、今日、

ここにめでたく卒業されますことを、心から祝

福いたします。また、学部を卒業された諸君の

うち、本学大学院博士前期課程に入学される諸

君、さらに博士前期課程を修了され博士後期課

程に進む諸君は、高度の技術者あるいは研究者

を目指してより高いレベルの勉学に励み、研究

に勤しむことになると思いますし、また民間企

業あるいは官庁等に就職される諸君は、社会人

として自分の仕事に責任をもち、意義ある人生

を送ることを期待して、お祝いの言葉と同時に

激励の言葉を贈りたいと思います。

　本日ここに、新しい人生の第一歩を踏み出そ

うとしている卒業生諸君、諸君が工学を学んで

独立した社会人として新しい社会への第一歩を

踏み出す意義を私なりに話してみたいと思いま

す。

　諸君は学部段階においては実験・演習でレポ

ートを提出するという教育を通じて、４年生で

は卒業研究論文、そして大学院では、新しい研

究テーマに取り組み、研究論文を作成する過程

を通じて工学の基本的考え方を習熟したはずで

す。レポート・論文作成は目的、方法、装置、

結果の４つのファクターから成り立っており、

我々が実社会で責任ある仕事をし、意義ある人

生を送ろうと考えるならば、この４つのファク

ターを十分に検討することが前提になると思い

ます。しかし実社会ではこの４つのファクター

だけではだめで、時を読むこと、すなわちタイ

ミングを計れるかどうかと、もう一つは人の心

の動き、世論、いわゆる“社会の空気”といわ

れる目に直接見えない要素も十分に計ることが

必要条件となり、かつ非常に重要になるわけで

す。しかしタイミングと“社会の空気”はその

時に計らなければならないので、まず４つのフ

ァクターについて述べてみます。

　その第一は目的を明確にすることです。人生

ではその目的を設定することが一番難しいかと

も思います。人生の目標・目的といっても将来

どのような職につきたいということを目的とす

るか、あるいはどのような人生を送りたいとい

うことを目標に掲げるかによってその方法、手

段はもとより、結果に対する評価が大きく変わ

ってきますが、具体的な目標、目的を明確にす

ることがまず第一に重要であると思います。

　目標は大きいほどよいと思います。また若け

れば若いほど大きな目的を掲げることが可能で

す。しかし現実には一生の夢、目標を掲げたと

しても、もちろん時の経過、１年、５年とたつ

うちに当面する目的はいろいろな事情で変更を

余儀なくされてゆくのが普通であり、その都度

修正せざるを得ないわけです。

　しかし、一生の夢、目的を確立しているなら

ば、迷わず、焦らず、毅然として人生を前向き

に進むことが可能となります。

　工学・科学技術の成果が今日ほど世界中いか

なる地域においても、われわれの生活に深く、

広く、複雑に入り込んだ社会が形成されたこと

はなく、それ故工学・科学技術の進歩・発展の

成否がその国の盛衰を決定付けるというのが今

や世界的常識になっています。我が国民の幸せ、

そして人類の幸せのためには工学の進歩・発展

は必要欠くべからざることではありますが、だ

からといって科学・技術が進歩・発展すれば人

類が幸せになれるとは限りません。すなわち科

学・技術の進歩・発展の成果がすべて必ずしも

人類の幸せに役立ち貢献するものではなく、場
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合によってはその成果がテロリストなどによっ

て悪用されたならば人類を不幸にするわけです。

　従って本学で工学を学んだ諸君は、本学のモ

ットーとしている「自然と調和するテクノロジ

ーの発展を目指して」努力し、工学を学ぶこと

によって培われた知識と知恵を駆使して、世界

の人々の幸せのために、日本国民のために、自

分の住む地域社会のために、その人の置かれた

立場に応じて工学の発展に努力することが人類

の幸せのために大切なのであります。

　次に「人生いかに生きるか」の方法ですが、

一番大事なことは順序を間違えないことです。

優先順位をつけて物事を行うことです。大学に

入学してから受験勉強をしても意味がないし、

どんなおいしいご馳走でも食事が終わって満腹

になっているときに出されても仕方がありませ

ん。順序を間違えれば危険な場合もあります。

例えば化学実験では常識ですが、５０mlの硫酸

と５０mlの水を混合するときは水に硫酸を少量

ずつ徐々に加えなければなりません。硫酸と水

を混合すると発熱量が非常に大きいので、逆に

硫酸に水を入れると液が飛び散って火傷する場

合もあり、大変危険です。しかもこの発熱のた

めに体積が減少するので水５０mlと硫酸５０mlを

混合しても１００mlになりません。現実の社会は

このように物事を行うとき順序が非常に重要で

あり、しかも数学のように１＋１が２にならな

いのが普通で、化学現象ならばその原因が確か

められますが、実社会では一見不合理なことが

日常茶飯事に起こりますが、その本当の原因が

確かめられないのが普通です。

　それではこのような実社会をいかに生き抜く

か。通常企業でも官庁でも大学等でも、正しい

こと、理にかなったことを主張して実行してい

れば問題がないと思います。しかし、たまたま

上司に、あるいは権力機構の中で、上部の機関

から不合理な指示が出されたり、雪印食品会社

の牛肉のラベル張り替え事件に見られたように、

場合によっては不正なことに手を貸すようにい

われたときにどうするか。そのようなときには、

理想的には断固反対して対応すべきでしょうが、

それもできない立場にたたされたときどうする

か、それは「逆らわず、されど従わず、我が正

しい道を行く」と決めて行動するのが最良であ

ると思っています。逆らうときには正しい論理

と冷静な説得を必要とします。最悪なのは感情

を先立たせ、正しい論理を展開せずに、自分に

とって都合が悪いからといって逆らうことです。

　さて、正しい目的、適切な方法をもって人生

を歩むとき何が大切か、それは「時を読む」こ

とであります。例えば本学を卒業し新しい人生

へ第一歩を踏み出す今日こそが、卒業生諸君に

とっては「今がチャンスだ」ととらえるべきで

す。

　次に結果に対する評価・考え方について話し

てみたいと思います。結果については自然科学

的発想では１＋１が２となり異論をはさむ余地

もありませんが、しかし実社会では国の法律あ

るいは個々人の信ずる宗教の教え、あるいはそ

の国の伝統・習慣等々が基準となるので正しい

かどうかは個々人によって異なるのは当然であ

ります。結果については成功したか失敗したか

という単純な評価もありますが、それは目標を

どのように設定したかで決まってきます。従っ

て結果についての評価は他人に委ねる以外はな

いのですが、他人の評価と自己評価が異なると

きは躊躇なく自分の良心に恥じることなく正し

いと論理的に説明できる評価を採用し、明日へ

の活力とすべきです。

　「人生いかに生きるべきか」それはどんな職

業・地位につこうとも威張ることなく卑下する

ことなく、誇りをもって毅然として生きること

だと思います。今諸君は北見工業大学を卒業し、

実社会へ第一歩を踏み出そうとしておりますが、

現在の日本の社会は１９９１年のバブル経済の崩壊

後、長期間に渡る構造的不況が続き、今なお脱

出できないでいるのが現状です。その上政治の

停滞と腐敗、若者は今「この国には何でもある

が夢と希望がない」と嘆いています。しかし私

が諸君に言いたいのは「夢と希望」を社会から

与えられるのではなく「夢と希望のある社会」

を諸君自らが構築するのだという意気込みで社

会に踏み出していただきたいということです。

　２１世紀において我々が直面する問題は、エネ
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ルギー、食料、環境問題など地球規模の問題で

あり、さらに民族問題、宗教問題が加わり、戦

争と平和、発展途上国と先進国、貧困と富める

ものとの格差の問題などがさらに顕在化するこ

とが考えられます。諸君はこのような社会問題

に対しても、正しい発想で人間の幸せを考える

ことのできる工学技術者になることが大切です。

　従ってこれからの時代は、本学のモットーと

している「自然と調和する科学・技術の発展を

目指す」ことが「夢と希望のある社会」の構築

を可能にし、人類の幸せにつながるということ

を強調して、諸君への卒業祝いの言葉とさせて

頂きますと同時に、今日、お忙しい中を列席さ

れた父母の方々には、その御苦労に深く敬意を

表し、私の告辞と致します。

平成１３年度学位記授与式挙行
（総　務　課）

　平成１３年度学位記授与式が、３月２５日（月）

午前１０時から、本学講堂で行われました。

　学部３５７人の卒業生、大学院博士前期課程１１２

人及び大学院博士後期課程９人の修了生並びに

論文博士３人に対し、厚谷学長から学位記が授

与されました。

　引き続き、学長告辞、北見市長（代理：収入

役）及び学生後援会長から祝辞の後、土木開発

工学科の北国谷友史成さんが答辞を読み上げ、

式は無事終了しました。

　卒業者、修了者数等は、次のとおりです。

学部

学 科 名 卒業者数（人）

機 械 シ ス テ ム 工 学 科 ６４

電 気 電 子 工 学 科 ７４

情 報 シ ス テ ム 工 学 科 ４９

化 学 シ ス テ ム 工 学 科 ５４

機 能 材 料 工 学 科 ３８

土 木 開 発 工 学 科 ７８

合 計 ３５７

大学院博士前期課程

専 攻 名 修了者数（人）

機械システム工学専攻 ２１

電 気 電 子 工 学 専 攻 ２０

情報システム工学専攻 １１

化学システム工学専攻 １８

機 能 材 料 工 学 専 攻 １４

土 木 開 発 工 学 専 攻 ２８

合 計 １１２

大学院博士後期課程

専 攻 名 修了者数（人）

シ ス テ ム 工 学 専 攻 ６

物 質 工 学 専 攻 ３

合 計 ９

論文博士

３　人
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＝入試＝ （入 学 主 幹）

大学入試センター試験の実施

　平成１４年度大学入試センター試験が、平成１４

年１月１９日（土）、２０日（日）の両日実施されまし

た。

　本学試験場には網走管内の受験生を主として

７８８人の志願者がありました。

　試験教科、受験状況等は以下のとおりです。

大学院工学研究科（第２次）入学試験の実施

　平成１４年度大学院工学研究科博士前期課程

（第２次）入学試験が、２月１２日（火）（学力検

査）と１３日（水）（面接試験）に実施されました。

　また、平成１４年度大学院工学研究科博士後期

課程（第２次）入学試験が、２月１２日（火）（面

接試験のみ）に実施されました。

　各専攻別、各課程別の合格者数等は以下のと

おりです。

入 学 試 験 の 実 施

　本学の平成１４年度学生募集に対して、１月２８

日から２月６日までの受付期間に前期日程３９０

人、後期日程１，３９７人の出願がありました。

　前期日程は大学入試センター試験のみの選抜

で３月６日（水）に合格者を発表し、後期日程は

３月２０日（水）に合格者を発表しました。

　今年度の入試実施結果は、次のとおりです。

平成１４年度入試実施結果統計

試験教科及び本学での受験状況

日 時 教 科 時 間 受験者

１月１９日

外 国 語 １０：００～１１：２０ ６８２人

地理歴史 １２：５０～１３：５０ ３４７人

数 学 １４：４０～１５：４０ ５２９人

数 学 １６：３０～１７：３０ ４２１人

１月２０日

国 語 １０：００～１１：２０ ６５４人

理 科 １２：５０～１３：５０ ４４１人

理 科 １４：４０～１５：４０ ３０１人

公 民 １６：３０～１７：３０ ３４１人

博士前期課程

募集区分

専 攻 名

一般選抜 社会人特別選抜 外国人留学生特別選抜

志願者 合格者 志願者 合格者 志願者 合格者

機械システム工学専攻 ６ ３ ０ ０ １ １

電気電子工学専攻 ２ １ ０ ０ １ １

情報システム工学専攻 ３ ３ １ １ ０ ０

化学システム工学専攻 １１ １１ ０ ０ ０ ０

機能材料工学専攻 ３ ３ ０ ０ ０ ０

土木開発工学専攻 ７ ７ ０ ０ ０ ０

合 計 ３２ ２８ １ １ ２ ２

博士後期課程

専 攻 名 志 願 者 合 格 者

システム工学専攻 ６ ６

物質工学専攻 ２ ２

合 計 ８ ８

前期日程

学 科 名 募集人員 志願者数 合格者数

機械システム工学科 ４０ ５３ ４１

電気電子工学科 ４０ ７１ ４８

情報システム工学科 ２５ ３９ ２８

化学システム工学科 ３０ １１８ ６４

機能材料工学科 ２２ ６０ ３６

土木開発工学科 ３２ ４９ ３３

合 計 １８９ ３９０ ２５０

入　試

－５－

北見工業大学学報　２００２．３



（化学システム工学科の「＋３」は推薦入試で募集人員

に満たなかった分を加えたもの）

＝寄稿＝
わが半生（反省）／北見工業大学と共に

学長　　厚　谷　郁　夫

　北見工業大学を３月３１日で

任期満了により退任するにあ

たり、本学教職員の皆様に今

日までの心温まる御好意に感

謝の気持ちをこめて退任の御

挨拶を申し上げます。

　思い起こしてみますと、１９

７１年４月東北大学金属材料研究所から本学助教

授として赴任し、一般教育の化学を担当、かつ

当時の工業化学科の授業科目及び４年生の卒業

研究を担当することから私の北見工業大学にお

ける第２の人生が始まりました。

　本学における３１年間の我が半生を振り返って

反省しつつ、私にとってもっとも印象深かった

ことをスケッチ風に書いてみたいと思います。

［助教授時代：１９７１年４月～１９７６年１１月まで］

　赴任当時１９７２～７３年のころ、「授業料値上げ

反対」を中心課題に、本学においても学生運動

が非常に活発になり、学生が教授会に「団体交

渉」を要求していました。私は当時助教授でし

たが「団交」を拒否して逃げるのではなく、学

生と話し合うべきだと主張したため、その「団

交」を受ける教官のメンバーの一員に入れられ、

いわゆる学生との「団交」に臨みました。教授

会代表は、学生約６５０人を相手に体育館で「団

交」を受け、結果としては教授会代表と当時の

いわゆる共闘派の学生を含めた全学生との間で

合意書を交わすことで団交を終了しました。共

闘派学生にとって教授会代表との合意は不本意

であったため、学生運動をリードしていた共闘

派は自壊し、結局当時本学における学生運動は

終結へ向かいました。その「団交」の時に作成

した合意書の文章の稚拙さは後で読み返してみ

ても恥ずかしさがこみ上げてきますが、当時真

夜中までかかって作った合意書であり、大変な

作業であったのを今でも思い起こします。その

後、数回一助教授の私が学生との「団交」を担

当させられましたが、その後本学が正常な状態

に戻ったことを思い出すと、若き日の自分なり

の役割を果たしたなと内心誇りに思っています。

　教育・研究に関しては、赴任２年目に当時の

堀伸二会計課長、故・松本秋男学長の御理解を

得て概算要求を通していただき、Ｕ．Ｈ．Ｆプラ

ズマトーチ発光分光分析装置及び原子吸光分析

装置を備えていただき、微量の元素分析に関す

る研究を開始することができました。そのころ

ちょうど水俣病やカドミウムによるイタイイタ

推薦入学

学 科 名 募集人員 志願者数 合格者数

機械システム工学科 １２ ２６ １２

電気電子工学科 ８ １８ ８

情報システム工学科 １２ ２７ １２

化学システム工学科 １２ ９ ９

機能材料工学科 ６ １４ ６

土木開発工学科 １２ １６ １２

合 計 ６２ １１０ ５９

後期日程

学 科 名 募集人員 志願者数 合格者数

機械システム工学科 ２８ ２１０ ３７

電気電子工学科 ３２ ２５７ ４３

情報システム工学科 ２３ １９２ ２８

化学システム工学科 １８＋３ ２０６ ２１

機能材料工学科 ２２ ３０３ ３８

土木開発工学科 ３６ ２２９ ５３

合 計 １５９＋３ １，３９７ ２２０
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イ病などの公害問題がクローズアップされてい

たため微量重金属の定量に関する研究は重視さ

れるようになっていました。そして、北見地方

においても北見市の上水道源である無加川の水

質汚染について、北見市の環境調査結果では水

銀は検出せずとなっていたのですが、１９７２年当

時、ＮＨＫ北見支局の記者、越川さんはこれに

納得せず、私に相談にきたわけです。私は彼の

依頼で無加川の水銀汚染調査を行った結果、無

加川の水銀濃度は基準値をはるかに超えた値を

示し、当時相当大きな問題になりました。これ

を契機に、海老江邦雄（現本学教授）、宮本登

（現北大教授）、岡宏（１９８７年病死）塩田衍（１

９７７年３月急逝）と私の各助教授（平均年齢３２

歳）で若手研究者グループを結成し、同時に「環

境公害実験室」の設置を文部省に概算要求し、

１９７３年設立の運びとなりました。

　その翌年米国ハーバード大学医学部生物物理

研究室、Vallee教授からの招聘で彼の研究室の

Visiting Lecturerとして研究することになり、

１９７４年７月から１９７６年７月まで２年間米国へ留

学することになりました。私の前任者の当時名

古屋大学助教授河口広司先生（１９８９年教授、現

在岐阜職能短大学長）は Vallee研究室でマイ

クロウェーブ／無電極放電発光分光分析装置を

開発し、それを用いてメタロエンザイム中の超

微量金属、特に亜鉛の定量に関する研究を行っ

て Vallee教授から絶賛されていました。私は

河口先生の後を引き継ぐことになり、メタロエ

ンザイム中のヒ素、水銀の定量や高感化に関す

る研究を発展させました。Vallee教授に成果が

認められ帰国直後、私は Associate Staff-Medicine

の証明書を送って頂きました。

［教授時代：１９７６年１１月～１９８８年１０月］

　米国から１９７６年７月に帰国した直後、故・松

本秋男学長の提案を受けて、環境公害実験室の

メンバーを中心に学術シンポジウムを開催し、

毎回３００人程度の参加者を集め１９８５年まで１０回

続けました。その間海老江教授の提案で１９７８年

から公開講座「私たちの環境サイエンス」（文

部省の委嘱）を実施し、１９８１年まで続けました

が、その後「太陽エネルギー研究室」「寒地工

学研究室」などが引き継いで、現在は大学全体

で取り組んでいる公開講座やシンポジウムも、

３０年近く前、３０代の若手の教官だけで初めて取

組み、成功させた功績は本学にとって貴重なも

のと思っています。

　１９７７年、私は本学運営上最大のターニングポ

イントとなる二つの改革を推進いたしました。

その一は「学長選挙規程（１９７７年１０月２１日付）」

の改正で、改正の最大ポイントは学長の任期４

・２・２年の８年であったものを４・２年の６

年までとしたことであります。私自身が将来学

長になるとは夢にも思っていませんでしたので

今にして思えば例外規程を設け６５歳までは続け

られるようにすべきでしたが、学長任期を４年

・２年の６年にしたのは正しかったと思いつつ

“猛反省”しています。

　その二は「教授会規程（１９７７年１０月２１日付）」

の改訂です。当時は人事を扱う“正教授会”と

それ以外の専任講師以上の“教授会”の二重構

造になっていたのを現在の「教授会」に変えた

のですが、当時は執行部提案でなかったため、

事務局は一切協力せず、両規程とも我々の手書

きを私が一般教育に所属していたため、そこの

事務をしていた下野さんにすべて清書していた

だき教授会の承認を得たのを覚えています。

　研究面では１９８０年ころから日本で初めて黒鉛

ミニチュアカップを開発し、原子吸光分析法に

よる固体・粉末試料の直接定量法を確立し、そ

の成果をアムステルダムで開催された ２３rd

 Colloquium Spectroscopicum Internationale（１９８３

年６月２６日～７月１日まで）で発表しました。

そこでドイツの研究者プラットフォーム型黒鉛

炉を用いた固体試料の直接定量法を開発した

 Prof. Dr. U.Kurfürst と出会ったわけです。１９８４

年彼は Jülich の Prof. Dr. Stoeppler を代表とし

て Wetzler で国際会議を開催し、以後１９８６年、

８８年と１年おきに開催しています。私は第１回

目は出席できませんでしたが、１９８６年第２回目

から　Scientific Committee　のメンバーとして

１９９４年まで出席したのですが、１９９６年米国での

会議は学長になったのでやむを得ず出席を諦め
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ました。

　その間私は、１９９１年９月２日～４日、ICAS

’９１の Joint and Satellite“KITAMI”Conference

 を東急インで開催しました。その時主としてド

イツ、カナダ、米国からの出席はほとんどがド

イツの国際会議の仲間たちであり、Kurfürst も

出席してくれたのはうれしいことでした。彼は

１９９７年に Springer から著書『Solid Sample

 Analysis』を出版し、その中で「However, to avoid

 a “Germany-centered” interpretation, it must be

 pointed out that other groups have also worked on

 this field very successfully. Ikuo Atsuya, especially,

 has contributed instrumentation and methodology

 parallel and complementary to direct solid sampling

 over the same period ; cooperation with him was

 inspiring and sustaining.」と述べており、私のこ

の分野の研究に対する外国人の評価を知ってう

れしく思っています。

［学生部長時代：１９８８年１０月～１９９３年３月まで］

　１９８８年１０月ドイツでの学会から帰国すると同

時に当時の今井事務局長から第８次定員削減の

問題を解決してくれといわれ、これは学生部長

の仕事の一部とは思いませんでしたが、当時は

やむを得ず何が問題になっているのかを質問し

ました。簡潔に言えば８人の定削に対して教官

側は技官２人事務職員６人、事務側は技官３人

事務職員５人を主張して譲らず、２年近くも学

科連絡会議（１９９１年、現在総務委員会に改正）

でもめていたのを、私の妥協案、技官２人減、

事務職員６人減、ただし校費（教官研究費）で

非常勤を１人事務職員として雇用して実質事務

職員は５人減にすることで解決しました。これ

を決定した教授会で、同時に今後の定削に対応

するためにも学科増が必要であること、それ以

上に当時情報工学科のない工学部は時代の流れ

に反していることを強調し、情報工学科の設置

を文部省に要求することを決めました。

　しかし関連学科からの支援はえられず、孤立

無援の中、当時の今井事務局長とともに文部省

への陳情に伺い、当時の文部審議官小埜寺直己

さんの御理解を得て純増で情報工学科（１学年

４０人）の設置が認められました。また１９９２年か

ら１９９３年にかけて、いわゆる「大学設置基準」

の大綱化に伴い、本学は一般教育を含めた学科

改組を全国に先駆けて行って、同時に工業化学

科と環境工学科の協力（２講座振替）を得て機

能材料工学科（１学年５０人）の設置を予算要求

したところこれが認められました。また当時推

進していた地域共同研究センターの設置も了承

されたので、本学の方向性が明確になり、私は

北見工業大学の発展の基盤は固まりつつあると

感じました。

　学生部長にとって上記の定員削減や学科改組

などは本来の仕事ではなかったのですが、当時

としてはやらざるを得ませんでした。

　学生部長本来の仕事での改革は、主として入

試システムの改革からはじめました。まず入試

関係の仕事を列記すると、

・「入学者選抜の判定に係る実施体制の整備」

ですが、これは出題委員会、採点委員会のほ

かに新しく２系列（教官系列と事務系列）の

集計部会を確立し、それぞれ独立してデータ

をインプットしこれを最後にコンピューター

と入試委員会で間違いないことを二重チェッ

クできるシステムにしたため、以後一切の問

題が生じていません。

・「編入学者の入学年次の変更」ですが、これ

は、１９９０年まで２０年近く編入学生がほとんど

０人であったことに驚いて調べてみますと、

本学への編入学年次が２年次入学となってお

り、他大学は当時すでに３年次への入学とな

っており、学生定員１０人につき、教授、助教

授、助手の定員増がなされていることがわか

りました。私は早速３年次入学を提案し、同

時に編入学においても推薦入学制度を導入し、

そのことについて道内４高専に説明に行った

結果、１９９２年には２８人に達し、その後２０人を

超え私が学長に就任した年（１９９６年）には定

員化が認められ教授のポストがつき、さらに

助教授（１９９７年）・助手（１９９８年）各１人増

として、それまで本学で問題とされてきた図

学と情報工学概論の教官の問題を解決したわ

けです。
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　そのほか時代の流れに沿ったものとしては本

学の特色を鮮明にするため、数学の配点を理

科の２倍にするなどの傾斜配点の導入をした

ほか、分離分割方式への対応等々いろいろ入

試の改革を試みてきました。

　その他教務関係では外国人留学生の受入増、

学生関係では補導委員会と学寮管理委員会の統

合（１９８９年４月）、学生の交通事故及び交通違

反について（申合せ）の制定（１９８９年５月）、

学生の懲戒手続きについて（申合せ）の制定（１

９９１年１１月）などを行って学生部体制の整備に

努力いたしました。

［図書館長時代：１９９５年７月～１９９６年３月］

　１９９５年５月の教授会で私が図書館長に選出さ

れ、７月１日から就任することになっていたは

ずが、５月に選出されると同時に持ち込まれた

仕事は「北見工業大学自己点検・評価報告書」

の作成でありました。１９９４年の厚さにして２０

以上の資料を持ち込まれ、整理して出版したの

が８月、引き続き１９９５年度の第２号を出版した

のが１９９６年３月でした。当時の概算要求は自己

点検・評価抜きにはできないシステムになった

ため、急遽報告書を作成する必要があったため

でしたが、まったく大変な仕事量でした。しか

し北見工業大学の全体像を掌握するのには非常

に役立ったことは事実です。

　１９９５年７月以降のもうひとつの仕事は国際交

流協定の締結を推進したことです。具体的には、
ハ ル ビ ン

中国（武漢科技大学、哈爾濱工程大学）、韓国

（嶺南・三陟・慶尚大学）との国際交流協定の

締結をするための条件を整えました。

［学長時代：１９９６年４月～２００２年３月］

　学長の仕事とは何か。その第一は教授会をは

じめ会議をリードし、大学運営に必要な事項を、

優先順位を間違えずに的確・迅速に決定し、責

任を持って断行することだと思います。しかし、

大学の教育・研究の発展を推進するためには非

常に多岐に渡る事項を同時に推進する必要があ

る場合が多いので予想以上に大変です。かつて

教授会で“皆さん全てが良くなるように運営し

たい”と口癖のようにいっていた学長がおりま

したが、それは「学長が何もしないで６年間を

過ごした」という結果になりました。大学改革

を進めればそれを非常によいとする人１割、説

明を聞いて判断する人７割、あまり関心を持た

ない人１割、非常に悪いと思う人１割くらいは

いるもので、学長はそれをどう捉え、断行する

かにかかっています。

　一方学長が単独で中心になってできる仕事は

ほとんどありません。全てが副学長、図書館長、

学科長、センター長などの部局長はもとより多

くの教官と事務局の協力のもとにできる仕事ば

かりですので、次に述べることは学長も加わっ

た北見工業大学の最近の成果として受け止めて

いただきたいと思います。

　学長になって最初に対応しなければならなか

った仕事は、大学院博士後期課程の設置と博士

課程の設置に伴ういろいろな問題を解決して、

博士課程の運営を軌道に乗せることでした。博

士課程の学生の確保にまだ問題が残ってはいま

すが、一応軌道に乗りつつあり、先に述べた教

育プログラムを具体化できるならば全て解決す

るものだと思っています。

　組織運営の面で特筆できるのは第一に、本学

運営のための各種委員会は１９９７年まで３２委員会

ありましたが、これを８委員会にすることによ

って教官の時間的負担を削減し、教育・研究へ

集中できるようにしたことです。その結果、１

年間の委員会回数は１６０回から７４回に減少しま

したが、この間何ら支障をきたすことは見られ

なかったので、逆に運営効率は向上しました。

　その第二は教育・研究基盤校費の傾斜配分方

式の確立にあったと思います。これは文部科学

省が提案している「国立大学の構造改革の方

針」についての中で最も力点をおいている“競

争的環境”に大学が対応できるかどうかの試金

石と捉えるべきで、本学は十分に対応できたと

思っています。

　そのほか２００１年４月「北見工業大学カリキュ

ラム・教育プログラムガイドライン」の作成、

「再編統合に関する基本的考え方」の提示、教

育改善推進経費（学長裁量経費）を用いた学生
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による授業評価を推進し、その教育努力を高く

評価するシステムとしての「教育優秀者賞」の

創設など全国の大学に先駆けた仕事もいくつか

やってきたと思っています。

　次に教育・研究基盤整備の充実について述べ

てみたいと思います。１９８８年は学生寮収容定員

１２７人（男子１０７人、女子８人、外国人留学生１２

人）が入寮できる新しいいわゆる混住寮が設置

され、１９９９年には国際交流センターと機器分析

センターの設置、２０００年には当時のセンター長

二俣教授の大活躍で地域共同研究センター増築

の上、教授が純増で１人つき、２００１年には未利

用エネルギー研究センター、２００２年にはベンチ

ャー・ビジネス・ラボラトリーと総合研究棟の

新設が認められるなど、毎年よくも予算がつい

たと自分でも感心いたしております。

　第三には本学の学長主導型研究プロジェクト

の育成について述べたいと思います。私の赴任

当時「環境公害実験室」の設置を文部省に要求

し、若手研究者による研究グループを発展させ

たのは上述したとおりですが、学長になって意

識的に研究グループの構築と学長として支援す

ることを試みました。

　次に私が提案した研究グループの主テーマに

ついて列記いたします。

・からまつ材による活性炭の製造と利用の拡大、

・除雪ロボットの作成と新しいセンサー技術の

開発、

・メタンハイドレートに関する研究は未利用エ

ネルギー研究センターの新設、

・Java言語教育による人材育成と新しいソフ

トの開発はベンチャー・ビジネス・ラボラトリ

ーの新設へつながり、これら学長としてお願い

した仕事が新しい大学の発展に役立つものとな

っています。これらの研究グループの教官には

心から敬意を表したいと思います。これからま

すます発展させてください。

［北見工業大学の更なる発展のために］

　私の学長時代が終わろうとしているさなか、

国立大学の独立行政法人化、地方大学の再編・

統合など多くの問題が一度に具体化してきた感

がありますが、これらは全て予想通りの難問で

あるから、次期常本秀幸学長はこれらの問題の

解決には特段の努力と２１世紀へ向けての新しい

北見工業大学像を明確に示すことによって難局

を切り抜けて、北見工業大学の新生を目指して

努力していただきたいものと思います。大学改

革を成功させることによって２１世紀にはきっと

すばらしい大学になることを期待して筆をおき

ます。

退　官　の　記
共通講座教授　　木　曽　明　子

　私の北見工業大学在職期間

は５年半という短いものでし

たので、関西から転勤してき

た時の新鮮な驚きや感動はま

だ色褪せていません。以下に

それらの印象の一部を記しま

す。

○　夏は夜明けが早い。四時過ぎには白々と明

け始める。でも平成１３年度の宿舎周辺美化作業

が、６時半と設定されたのには仰天。当日、半

信半疑で６時半に出てみると、さらに驚いたこ

とには皆さんお出になっていた。

○　運転マナーがよい。交差点で左折しようと

すると、右折しようとする対向車がじっと待っ

ていてくれる。大阪や京都では必ずといってい

いほど、信号が青になる瞬間に右折車の一、二

台がすばやく先を越す。

○　恐ろしく治安がいい。大抵の街の大学は、

治外法権の名残りなのか、油断しているとたち

まちシンナー常習者がたむろし、ホームレスの

人の格好のねぐらになる。北見工業大学では、

寄　稿
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そういった気配はまったくない。教室研究室も

おおむね安全らしく、少なくとも私はその種の

被害にあわなかった。掲示物に火がつけられた

りする騒ぎは、心理的な要因のからんだ別種の

事件ではないかと思える。

○　どこへ行っても程よくすいている。過密都

市の日常は、スーパー、百貨店、郵便局、お役

所、銀行、病院、小売店、劇場、レストラン、

駐車場等、どこでも長い列を作って待つことに

時間を費やし、忍耐心を養わねばならない。そ

ういうストレスからの解放感は、得がたいもの。

○　酷寒を表すのに「しばれる」という言葉が

あると聞いていたけれど、本場でそれを土地の

人の口から聞くのは、また格別の響き。「捨て

る」ことを「投げる」と言うのも、なにか豪快

な感じがする。

○　豪快は豪快でも、少しく肝をつぶしたのは、

「下の句かるた」。千年以上歌い継がれてきた

やまとうたを、まんなかでぶっちぎって、後半

だけを木札で争うというのですから、王朝歌人

が聞いたらどんな顔をすることやら。ただし現

場を見る機会がついになかったので、私が誤解

しているのかもしれません。

○　はっと足を止め、目を楽しまされたのは、

学生諸氏のファッションセンス。白一色の風景

の中、真紅のジャケットをさりげなく着こなし

た男子学生など、最高。スカート丈が、ブーツ

の高さにピタリとキマり、颯爽と雪面を蹴る女

子学生は、見ると首に巻いたショールも寸分の

隙も無い。冬に半袖はいま首都圏ではやりらし

いけれど、やはり北見のカラリと晴れた青空の

下で見るのでは違うというもの。

　宿願かなって私が日本最北端の当地に転勤で

きたのは、５年半前の公募によってでした。自

分が採用されたので褒めるわけではないですが、

北見工業大学のこの制度は、日本の大学間では

誇るに足る公正、透明性を有していると思われ

ます。また本学独自の各種プログラムについて

は、極北という地の利を生かした素晴らしい未

来が期待されます。在任中、学部大学院学生、

同僚教職員の皆様からいただいた一方ならぬご

厚情に心からお礼申し上げますとともに、北見

工業大学の益々の発展を祈ってやみません。

寄　稿
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円

円

＝研究助成＝
平成１３年度民間等との共同研究の受入状況

（総　務　課）

平成１３年度累計　６６件

平成１３年度受託研究の受入状況
（会　計　課）

平成１３年度累計　１４件

平成１３年度奨学寄附金の受入状況
（会　計　課）

所 属 職 名 研究代表者 研 究 題 目 民間機関等名

土木開発工学科 助教授 桜井　　宏
寒冷地の海洋コンクリート構造物の高品質

施工のための解析、技術移転、対策の研究
西 村 組

土木開発工学科 教 授 鮎田　耕一 低振動コンクリートの研究 日産化学工業

電気電子工学科 助教授 菅原　宣義
オーストリッチ羽毛による静電付着粒子の

除去に関する基礎研究

日本オーストリッ

チ事業協同組合

所 属 職 名 研究担当者 研究題目及び研究期間 委託機関 所要経費

土木開発工学科 教 授 鈴木　輝之

オホーツク紋別空港におけるエプロ

ンクラックに関する調査研究

　平成１３年１２月～平成１４年３月

北海道網走

土木現業所
２，０２３，９９２

留学生教育相談室 教 授 山岸　　喬

世界的な生物資源ライブラリー構築

に係る北方系有用植物情報データベ

ース化

　平成１４年１月～平成１４年３月

財団法人 　

北海道科学技術

総合振興センター

１，０００，０００

所 属 職 名 研 究 者 寄 附 目 的 寄 附 者 寄附金額

土木開発工学科 教 授 鈴木　輝之 「工学研究」に対する研究助成 ドーコン ５００，０００

化学システム工学科 教 授 小林　正義 「学術研究」に対する研究助成 北海道開発協会 ２，０００，０００

電気電子工学科 助教授 菅原　宣義 「基礎研究」に対する研究助成 ウェイブラボ １，０００，０００

機械システム工学科 教 授 二俣　正美 「工学研究」に対する研究助成 大阪ガス １，０００，０００

土木開発工学科 教 授 森　　訓保
「岩石の強度と弾性波速度に関する

研究」に対する研究助成

中神土木

設計事務所
１０５，０００

土木開発工学科 助教授 山下　　聡

「火山灰土の圧密排水条件における

セン断特性に関する基礎的研究」に

対する研究助成

中神土木

設計事務所
１５０，０００

機能材料工学科 助教授 松田　　剛 「工学研究」に対する研究助成 松 田 　 剛 ３００，０００

研究助成
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円

平成１３年度累計　９５件

＝人事＝
人　　　事　　　異　　　動

（総　務　課）

○大学発令

新　　任　　者　　紹　　介
つかもと かず や

○施設課文部科学事務官に　塚本　和也　氏

昭５７．１０．１８生

平１３．３　北海道旭川凌雲高等学校卒業

　１３．１１　国家公務員採用 種試験合格（行政事務）

　１４．３　北見工業大学施設課

所 属 職 名 研 究 者 寄 附 目 的 寄 附 者 寄附金額

土木開発工学科 教 授 海老江邦雄 「学術研究」に対する研究助成 オルガノ １，０００，０００

土木開発工学科 教 授 鈴木　輝之
「軟岩の凍上性に関する研究」に対

する研究助成

太 平 洋 総 合

コンサルタント
３００，０００

地域共同研究センター センター長 大島　俊之

「地域共同研究センター産学連携コ

ーディネート活動事業」に対する助

成

全国中小企業

団体中央会
７００，０００

化学システム工学科 教 授 赤塚　邦彦 「工学研究」に対する研究助成 シノテスト ５００，０００

土木開発工学科 助教授 川村　　彰 「工学研究」に対する研究助成 ドーコン ４８０，０００

土木開発工学科 教 授 鮎田　耕一
「コンクリート用新型硬化促進剤の

研究」に対する研究助成
日産化学工業 １，０００，０００

土木開発工学科 助教授 高橋　　清 「工学研究」に対する研究助成 ドーコン ５００，０００

土木開発工学科 助教授 高橋　　清 「学術研究」に対する研究助成
北海道開発

技術センター
５００，０００

発令年月日 現 官 職 氏 名 異 動 内 容

１４．３．１ 塚 本 和 也 施設課（企画係）に採用する

研究助成・人事
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人　　　事　　　異　　　動
（総　務　課）

○文部科学省発令

○大学発令

発令年月日 現 官 職 氏 名 異 動 内 容

１４．４．１ 学長 厚　谷　郁　夫
平成１４年３月３１日限り任期満了によ

り退職した

〃 教授（機械システム工学科） 常　本　秀　幸
学長に昇任させる

任期は平成１８年３月３１日までとする

〃 教授（土木開発工学科） 鮎　田　耕　一

副学長に併任する

併任の期間は平成１６年３月３１日まで

とする

〃 教授（機能材料工学科） 高　橋　信　夫

副学長に併任する

併任の期間は平成１６年３月３１日まで

とする

〃 教授（土木開発工学科） 大　島　俊　之

附属図書館長に併任する

併任の期間は平成１６年３月３１日まで

とする

〃 岐阜大学総務部人事課長 道　谷　　　博 総務課長に配置換する

〃 福井大学入試課長 菊　地　　　壯 教務課長に配置換する

〃
山形大学施設部施設課課長

補佐
澤　出　宗　利 施設課長に昇任させる

〃 総務課長 田　中　正　喜
八戸工業高等専門学校事務部長に昇

任させる

〃 教務課長 細　川　　　勉
秋田大学庶務部人事課長に配置換す

る

〃 施設課長 小　野　俊　男 岩手大学施設課長に配置換する

発令年月日 現 官 職 氏 名 異 動 内 容

１４．３．３１ 教授（土木開発工学科） 佐　藤　幸　雄 平成１４年３月３１日限り定年退職

〃 教授（共通講座） 木　曽　明　子 平成１４年３月３１日限り定年退職

〃 教授（保健管理センター） 伊　藤　宜　人 平成１４年３月３１日限り定年退職

〃 助教授（共通講座） 藤　田　一　郎 平成１４年３月３１日限り定年退職

人　事
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発令年月日 現 官 職 氏 名 異 動 内 容

１４．３．３１ 施設課企画係長 有　澤　正　一 平成１４年３月３１日限り定年退職

〃 会計課作業員長 東　出　正　代 平成１４年３月３１日限り定年退職

〃 施設課汽缶室長 渡　辺　　　功 平成１４年３月３１日限り定年退職

〃
教務職員

（土木開発工学科）
末　岡　伯　従 平成１４年３月３１日限り定年退職

〃
講師

（情報システム工学科）
太　田　裕　二 辞職を承認する

１４．４．１
教授

（土木開発工学科）
鈴　木　輝　之

地域共同研究センター長に併任する

併任の期間は平成１６年３月３１日まで

とする

〃
教授

（保健管理センター）
横　田　欽　一

保健管理センター所長に併任する

併任の期間は平成１６年３月３１日まで

とする

〃
教授

（情報システム工学科）
鈴　木　茂　人

情報処理センター長を命ずる

期間は平成１６年３月３１日までとする

〃
教授

（土木開発工学科）
鈴　木　輝　之 技術部長を免ずる

〃
教授

（機械システム工学科）
田　牧　純　一

技術部長を命ずる

期間は平成１５年３月３１日までとする

〃
助教授

（土木開発工学科）
前　田　寛　之

教授（土木開発工学科）に昇任させ

る

〃
教授（小樽商科大学言語セ

ンター）
下　村　五三夫 教授（共通講座）に転任させる

〃 横　田　欽　一
教授（保健管理センター）に採用す

る

〃
助手

（土木開発工学科）
伊　藤　陽　司

助教授（土木開発工学科）に昇任さ

せる

〃 柳　　　　　等 助教授（共通講座）に採用する

〃
講師

（筑波大学物理工学系）
原　田　建　治

助手（情報システム工学科）に降任

させる

〃
総務課専門職員

（情報公開担当）
伊　藤　憲　司

学生課専門員（学生支援担当）に昇

任させる

〃 入学主幹付入学試験係長 斉　藤　　　順 総務課総務係長に配置換する

〃 教務課教務係主任 藤　田　美代子
総務課専門職員（情報公開担当）に

昇任させる

人　事
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発令年月日 現 官 職 氏 名 異 動 内 容

１４．４．１
総務課専門職員

（共同研究担当）
長谷川　充　子

共同研究担当を免じ点検評価・広報

担当を命ずる

〃

総務課専門職員（点検評価

・広報担当）

兼：情報システム工学科事

務室

吉　田　愛　子

点検評価・広報担当を免じ共同研究

担当を命ずる

情報システム工学科事務室兼務を免じ

土木開発工学科事務室兼務を命ずる

〃 総務課総務係長 高　橋　秀　真 会計課総務係長に配置換する

〃 会計課管財係主任 木　村　隆　男
会計課専門職員（契約担当）に昇任

させる

〃 学生課専門職員 村　井　伸　夫 教務課専門職員に配置換する

〃
学生課専門職員

（学生生活相談担当）
美　村　光　俊 学生生活相談担当を免ずる

〃 附属図書館総務係長 前　田　政　博 施設課企画係長に配置換する

〃
北海道大学医学部附属病院

管理課機械掛主任
太　田　政　市 施設課設備第一係長に昇任させる

〃 総務課人事係主任 坂　田　　　寿
入学主幹付入学試験係長に昇任させ

る

〃 会計課総務係長 渡　部　和　幸 附属図書館総務係長に配置換する

〃 会計課用度係 森　本　典　宏 総務課学事法規係主任に昇任させる

〃 総務課職員係 川　島　恵　也 総務課職員係主任に昇任させる

〃
北海道大学医学部附属病院

管理課司計掛主任
松　沼　拓　夫 会計課管財係主任に転任させる

〃 附属図書館学術情報係主任 本　庄　哲　朗 会計課出納係主任に配置換する

〃 会計課用度係 山　本　　　渉 会計課用度係主任に昇任させる

〃 総務課学事法規係主任 斉　藤　靖　子 教務課留学生係主任に配置換する

〃 入学主幹付入学試験係 弘　中　健一郎
入学主幹付入学試験係主任に昇任さ

せる

〃 附属図書館総務係主任 高　橋　定　志
附属図書館学術情報係主任に配置換

する

〃 附属図書館運用係 中　山　麻　美 総務課（総務係）に配置換する

人　事
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発令年月日 現 官 職 氏 名 異 動 内 容

１４．４．１ 会計課出納係 菊　池　一　修 総務課（人事係）に配置換する

〃 教務課留学生係 氏　家　智　弘
留学生係勤務を免じ教務係勤務を命

ずる

〃 三　宮　智　仁 学生課（学生企画係）に採用する

〃 総務課総務係 科　部　千　春 附属図書館（総務係）に配置換する

〃 藤　本　みちえ 附属図書館（運用係）に採用する

〃

総務課付調査主任

兼：化学システム工学科事

務室

伊　藤　信　子

化学システム工学科事務室兼務を免

じ情報システム工学科事務室兼務を

命ずる

〃
総務課付研究協力主任

兼：土木開発工学科事務室
吉　田　敏　恵

土木開発工学科事務室兼務を免じ化

学システム工学科事務室兼務を命ず

る

〃 白　川　龍　生
教務職員（土木開発工学科）に採用

する

〃
技術職員

（機械システム工学科）
大　森　誠　一 技術専門職員に昇任させる

〃 教務課専門職員 加　福　千　明

北海道大学学務部教務課専門職員

（教務情報システム運用担当）に転

任させる

〃 施設課設備第一係長 板　井　義　喜
苫小牧工業高等専門学校会計課施設

係長に転任させる

〃 学生課学生企画係 黒　嶋　　　亮
大学評価・学位授与機構管理部情報

課大学学習情報係に転任させる

〃
教務職員

（電気電子工学科）
糸　井　貴　臣 千葉大学工学部助手に昇任させる

人　事

－１７－
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部　局　長　等　紹　介

つねもと ひでゆき

○学長に　常本　秀幸　氏

　学長に常本　秀幸　教授が平成１４年４月１日付けで発令に

なりました。

　任期は平成１８年３月３１日までです。

昭１６．１１．１８生

　３９．３　北海道大学工学部機械工学科卒業

　５７．９　工学博士（北海道大学）

　３９．４　いすゞ自動車株式会社

　４９．４　北見工業大学工学部助教授

　５８．４　　　　　〃　　　　教授

平５．４　北見工業大学学生部長併任（平９．３まで）

　５．４　北見工業大学保健管理センター所長併任（平７．３まで）

　１２．４　北見工業大学副学長併任（平１４．３まで）

　１４．４　北見工業大学長

あゆ た こういち

○副学長に　鮎田　耕一　氏

　副学長に鮎田　耕一　教授が平成１４年４月１日付けで再任

になりました。

　任期は平成１６年３月３１日までです。

たかはし のぶ お

○副学長に　高橋　信夫　氏

　副学長に高橋　信夫　教授が平成１４年４月１日付けで発令

になりました。

　任期は平成１６年３月３１日までです。

昭２３．１２．６生

　５１．３　東京工業大学大学院理工学研究科博士課程修了

　５１．３　工学博士（東京工業大学）

　５１．４　東京工業大学研究生

　５１．５　東京工業大学理学部助手

　５４．７　北見工業大学工学部講師

　５６．１　　　　　〃　　　　助教授

人　事

－１８－
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平５．４　北見工業大学工学部教授

　１１．４　北見工業大学機器分析センター長併任（平１２．３まで）

　１２．４　北見工業大学附属図書館長併任（平１４．３まで）

　１４．４　北見工業大学副学長併任

おおしま としゆき

○附属図書館長に　大島　俊之　氏

　附属図書館長に大島　俊之　教授が平成１４年４月１日付け

で発令になりました。

　任期は平成１６年３月３１日までです。

昭２１．７．２９生

　４７．３　室蘭工業大学大学院工学研究科修士課程修了

　５８．６　工学博士（北海道大学）

　４７．４　北見工業大学工学部助手

　４９．４　　　　　〃　　　　講師

　５０．４　　　　　〃　　　　助教授

平３．４　　　　　〃　　　　教授

　１２．４　北見工業大学地域共同研究センター長併任（平１４．３まで）

　１４．４　北見工業大学附属図書館長併任

すず き てるゆき

○地域共同研究センター長に　鈴木　輝之　氏

　地域共同研究センター長に鈴木　輝之　教授が平成１４年４月１日

付けで発令になりました。

　任期は平成１６年３月３１日までです。

昭２０．１１．５生

　４５．３　北海道大学大学院工学研究科修士課程修了

　５９．３　工学博士（北海道大学）

　４５．４　北海道大学工学部助手

　４７．４　北見工業大学工学部講師

　４８．１　　　　　〃　　　　助教授

平３．１０　　　　　〃　　　　教授

　１４．４　北見工業大学地域共同研究センター長併任

人　事

－１９－
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よこ た きんいち

○保健管理センター所長に　横田　欽一　氏

　保健管理センター所長に横田　欽一　教授が平成１４年４月１日

付けで発令になりました。

　任期は平成１６年３月３１日までです。

昭３１．１．５生

　５５．３　旭川医科大学医学部卒業

　５５．５　医師免許

　６２．４　医学博士（札幌医科大学）

　５５．４　旭川医科大学医学部にて研究従事

　５５．６　北海道旭川保健所医師

　５６．４　旭川医科大学医学部附属病院医員（研修医）

　５７．４　旭川厚生病院医師

　６０．４　札幌医科大学研究生

　６２．６　ビッツバーグ大学医学部研究員

平元．４　旭川医科大学医学部附属病院医員

　５．４　　　　　　　〃　　　　　　助手

　６．４　西成病院医師

　６．７　深川第一病院医師

　７．４　旭川医科大学医学部助手

　９．４　　　　〃　　医学部附属病院講師

　１２．１０　町立中標津病院医師

　１４．４　北見工業大学保健管理センター教授

　１４．４　北見工業大学保健管理センター所長併任

すず き しげひと

○情報処理センター長に　鈴木　茂人　氏
　
　情報処理センター長に鈴木　茂人　教授が平成１４年４月１日

付けで再任になりました。

　任期は平成１６年３月３１日までです。

人　事

－２０－
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た まき じゅんいち

○技術部長に　田牧　純一　氏

　技術部長に田牧　純一　教授が平成１４年４月１日付けで

発令になりました。

　任期は平成１５年３月３１日までです。

昭２３．１１．２４生

　４８．３　山形大学大学院工学研究科修士課程修了

　６２．１２　工学博士（東北大学）

　４８．４　東北大学工学部助手

平元．２　　　　〃　　　助教授

　元．４　北見工業大学工学部助教授

　８．４　　　　〃　　　　　教授

　１４．４　北見工業大学技術部長命

新　　任　　者　　紹　　介

したむら い さ お

○共通講座教授に　下村五三夫　氏
　
昭２４．１．８生

　５０．３　上智大学大学院外国語学研究科修士課程修了

　５２．６　小樽商科大学商学部助手

　５３．４　　　　〃　　　　　講師

　５５．１０　　　　〃　　　　　助教授

平３．１０　　　　〃　言語センター助教授

　９．１０　　　　〃　　　〃　　　教授

　１４．４　北見工業大学工学部教授

よこ た きんいち

○保健管理センター教授に　横田　欽一　氏
　
昭３１．１．５生

　５５．３　旭川医科大学医学部卒業

　５５．５　医師免許

　６２．４　医学博士（札幌医科大学）

　５５．４　旭川医科大学医学部にて研究従事

　５５．６　北海道旭川保健所医師

　５６．４　旭川医科大学医学部附属病院医員（研修医）

　５７．４　旭川厚生病院医師

人　事

－２１－
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　６０．４　札幌医科大学研究生

　６２．６　ピッツバーグ大学医学部研究員

平元．４　旭川医科大学医学部附属病院医員

　５．４　　　　　　　〃　　　　　　助手

　６．４　西成病院医師

　６．７　深川第一病院医師

　７．４　旭川医科大学医学部助手

　９．４　　　　〃　　医学部附属病院講師

　１２．１０　町立中標津病院医師

　１４．４　北見工業大学保健管理センター教授

やなぎ ひとし

○共通講座助教授に　柳　　　等　氏
　
昭３９．３．１０生

　６３．３　日本体育大学大学院体育学研究科修士課程修了

　６３．３　体育学修士（日本体育大学）

　６３．４　財団法人スポーツ医・科学研究所研究員

平１３．４　日本体育・学校健康センター

　　　　　　国立スポーツ科学センター契約研究員

　１４．４　北見工業大学工学部助教授

はら だ けん じ

○情報システム工学科助手に　原田　建治　氏
　
昭４７．２．１１生

平１１．３　筑波大学大学院工学研究科博士課程修了

　１１．３　博士（博士）（筑波大学）

　１１．５　筑波大学物理工学系講師

　１４．４　北見工業大学工学部助手

みち や ひろし

○総務課長に　道谷　　博　氏
　
昭２３．１１．１３生

　４２．４　北海道大学庶務部人事課

　４４．６　　　〃　　応用電気研究所

　４９．５　　　〃　　薬学部

　５２．５　　　〃　　医学部附属病院総務課

　５５．４　　　〃　　農学部附属演習林

　５８．４　　　〃　　庶務部人事課

人　事

－２２－
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　６２．４　　北海道大学水産学部庶務掛長

平２．２　　　　〃　　工学部総務課人事掛長

　２．１０　　　　〃　　庶務部人事課専門職員

　４．４　　　　〃　　　　〃　　　第一給与掛長

　６．８　　　　〃　　　　〃　　　専門職員

　７．３　　　　〃　　　　〃　　　課長補佐

　７．４　国立日高少年自然の家庶務課長

　１２．４　岐阜大学総務部人事課長

　１４．４　北見工業大学総務課長

きく ち つよし

○教務課長に　菊地　　壯　氏

昭２２．１．６生

　４０．４　一関工業高等専門学校庶務課

　４５．４　　　　　　〃　　　　学生課

　４６．５　　　　　　〃　　　　庶務課

　５１．９　　　　　　〃　　　　会計課

　５５．１１　岩手大学人文社会科学部

　５８．４　　　〃　農学部附属演習林

　６０．４　緯度観測所庶務部庶務課庶務係長

　６３．７　国立天文台管理部庶務課水沢地区庶務係長

平４．４　岩手大学厚生課厚生係長

　６．１　　　〃　農学部庶務係長

　９．３　　　〃　農学部事務長補佐

　９．４　釧路工業高等専門学校学生課長

　１２．４　福井大学入試課長

　１４．４　北見工業大学教務課長

さわいで むねとし

○施設課長に　澤出　宗利　氏
　
昭２４．１．６生

　４２．４　釧路工業高等専門学校会計課

　４９．４　民間

　５３．４　北海道教育大学施設課

　６１．４　　　　〃　　　教育学部旭川分校営繕係長

平元．４　　　　〃　　　施設課工営第二係長

　３．４　　　　〃　　　施設課工営第一係長

　９．４　山形大学施設部施設課課長補佐

　１４．４　北見工業大学施設課長

人　事

－２３－
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おお た まさいち

○施設課設備第一係長に　太田　政市　氏
　
昭３３．９．２６生

　５２．４　北海道大学工学部

　５５．４　　　〃　　施設部設備課

平４．４　北海道教育大学施設課

　６．７　　　　〃　　　施設課設備係機械設計主任

　８．４　北海道大学医学部営繕掛設備管理主任

　１２．４　　　　〃　　　附属病院管理課機械掛主任

　１４．４　北見工業大学施設課設備第一係長

まつぬま たく お

○会計課管財係主任に　松沼　拓夫　氏

昭３８．１０．２５生

　５７．１０　国立大雪青年の家事業課

　５８．１２　　　　〃　　　　庶務課

　６２．４　東京工業大学総合理工学研究科等工業材料研究所

平２．４　　　〃　　　　　　　〃　　　　生命理工学部準備室

　２．６　　　〃　　　　　　　〃　　　　生命理工学部

　５．４　北見工業大学会計課

　９．１０　　　〃　　　会計課司計係決算主任

　１１．１　北海道大学医学部附属病院管理課管理掛会計監査主任

　１１．４　　　〃　　　　　　　〃　　　　司計掛主任

　１４．４　北見工業大学会計課管財係主任

さんのみや ともひと

○学生課文部科学事務官に　三宮　智仁　氏

昭５６．２．１４生

平１１．３　北海道遠軽高等学校卒業

　１３．１１　国家公務員採用 種試験合格（行政事務）

　１４．４　北見工業大学学生課

人　事

－２４－
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ふじもと

○附属図書館文部科学事務官に　藤本みちえ　氏

昭５８．５．２４生

平１４．３　北海道帯広柏葉高等学校卒業

　１３．１１　国家公務員採用 種試験合格（行政事務）

　１４．４　北見工業大学附属図書館

しろかわ たつ お

○土木開発工学科教務職員に　白川　龍生　氏

昭５１．１．１１生

平１２．３　産能大学経営情報学部卒業

　１２．４　北海道旅客鉄道株式会社

　１４．３　株式会社片平エンジニアリング

　１４．４　北見工業大学工学部土木開発工学科教務職員

人　事

－２５－
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海　　　外　　　渡　　　航
○外国出張

所 属 職 名 氏 名 渡 航 目 的 及 び 渡 航 先 国 期 間

未利用エネルギー

研 究 セ ン タ ー
教 授 庄 子 　 仁

グリーンランド・ノースグリップ深

層コア解析による氷期・間氷期の気

候変動に関する研究 （ドイツ）

１４．２．１５

～１４．３．１

機械システム工学科 教 授 大　橋　鉄　也
ワシントン州立大学 Zbib教授との
研究打合せ （アメリカ）

１４．２．２６

～１４．３．５

地域共同研究センター 助 教 授 宇 都 正 幸
産業交流及び産学官交流の実状調査

（フィンランド）

１４．３．２

～１４．３．１０

土木開発工学科 助 教 授 高 橋 　 清

アジア工科大学院での論文指導及び

バンコクにおける都市内物流に関す

る研究打合せ （タイ）

１４．３．５

～１４．３．１０

未利用エネルギー

研 究 セ ン タ ー
教 授 庄 子 　 仁

バイカル湖のメタンハイドレートに

関する共同研究 （ロシア）

１４．３．９

～１４．３．２６

未利用エネルギー

研 究 セ ン タ ー
助 教 授 八久保　晶　弘

バイカル湖のメタンハイドレート調

査 （ロシア）

１４．３．９

～１４．３．２６

機能材料工学科 助 手 坂 上 寛 敏
バイカル湖のメタンハイドレート調

査 （ロシア）

１４．３．９

～１４．４．３

機器分析センター 助 教 授 南 　 尚 嗣
バイカル湖のメタンハイドレート調

査 （ロシア）

１４．３．１８

～１４．４．４

化学システム工学科 助 教 授 山 田 哲 夫

大気汚染物質（煤塵、SOx、NOx）
による健康被害の防止と対策、石炭

バイオブリケットのガス化、生成ガ

スのクリーン化に関する情報交換、

並びに石炭バイオブリケットの生産

工場視察（中華人民共和国）

１４．３．１９

～１４．３．２２

学 長 厚 谷 郁 夫

東北林業大学との学術・教育交流協

定締結、ハルビン工程大学での国際

交流関係打合せ（中華人民共和国）

１４．３．２０

～１４．３．２３

機械システム工学科 教 授 常 本 秀 幸

東北林業大学との学術・教育交流協

定締結、ハルビン工程大学での国際

交流関係打合せ（中華人民共和国）

１４．３．２０

～１４．３．２３

留学生教育相談室 教 授 山 岸 　 喬

東北林業大学との学術・教育交流協

定締結、ハルビン工程大学での国際

交流関係打合せ（中華人民共和国）

１４．３．２０

～１４．３．２３

化学システム工学科 教 授 鈴 木 　 勉

東北林業大学との学術・教育交流協

定締結、ハルビン工程大学での国際

交流関係打合せ及び木材炭化物の高

機能化に関する研究打合せ

（中華人民共和国）

１４．３．２０

～１４．３．２３

人　事

－２６－
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○海外研修

所 属 職 名 氏 名 渡 航 目 的 及 び 渡 航 先 国 期 間

総 務 課 総務係長 高 橋 秀 真

東北林業大学との学術・教育交流協

定締結、ハルビン工程大学での国際

交流関係打合せ（中華人民共和国）

１４．３．２０

～１４．３．２３

共 通 講 座 教 授 平 野 温 美
資料収集及び海外の語学教育の実践

視察（アメリカ、イギリス、オーストラリア）

１４．３．２５

～１４．４．２４

土木開発工学科 教 授 大 島 俊 之
カリフォルニア大学にて橋梁健全度

に関する研究打合せ （アメリカ）

１４．３．２７

～１４．４．３

土木開発工学科 教 授 海老江　邦　雄
世界水会議（ＩＷＡ）で研究成果の

報告 （オーストラリア）

１４．４．６

～１４．４．１２

所 属 職 名 氏 名 渡 航 目 的 及 び 渡 航 先 国 期 間

共 通 講 座 教 授 照　井　日出喜
フランクフルト学派に関する研究打

合せ及び文献資料収集 （ドイツ）

１４．３．７

～１４．４．１１

情報システム工学科 助 手 嘉 田 　 勝

研究集会 Boise Extravaganza in Set
 Theoryへの参加及び公理的集合論
に関する研究打合せ及びディスカッ

ション （アメリカ）

１４．３．２６

～１４．４．４

機械システム工学科 助 教 授 三 木 康 臣

自然エネルギー研究に関するレクチ

ャー、見学及び特にバイオマス利用

に関する研究打合せ （アメリカ）

１４．４．４

～１４．４．６

人　事

－２７－
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各 種 委 員 会 等
学科長・講座主任 専 攻 主 任 総 務 委 員 会 大学院専攻主任会議 学術振興・国際交流基金運用委員会

任 期 １４．４．１～１５．３．３１ １４．４．１～１５．３．３１ １４．４．１～１５．３．３１ １４．４．１～１５．３．３１ １４．４．１～１５．３．３１

委員長 学 長 学 長 副学長（総務・研究担当）

委 員 機械システム工学科 二俣　正美 機械システム工学専攻 佐々木正史 副学長（総務・研究担当） 副学長（総務・研究担当） 副学長（教務・学生担当）

電気電子工学科 野矢　　厚 電気電子工学科専攻 谷藤　忠敏 副学長（教務・学生担当） 副学長（教務・学生担当） 附 属 図 書 館 長

情報システム工学科 藤原　祥隆 情報システム工学専攻 三波　篤郎 附 属 図 書 館 長 附 属 図 書 館 長 地域共同研究センター長

化学システム工学科 福井　洋之 科学システム工学専攻 福井　洋之 地域共同研究センター長 機械システム工学専攻 佐々木正史 機器分析センター長

機能材料工学科 佐々木克孝 機能材料工学科専攻 佐々木克孝 機器分析センター長 電気電子工学科専攻 谷藤　忠敏 未利用エネルギー研究センター長

土木開発工学科 榎本　浩之 土木開発工学科専攻 高橋　修平 未利用エネルギー研究センター長 情報システム工学専攻 三波　篤郎 保健管理センター所長

共 通 講 座 鈴木　一央 各専攻共通 鈴木　一央 保健管理センター所長 化学システム工学科 福井　洋之 情報処理センター長

情報処理センター長 機能材料工学科専攻 佐々木克孝 技 術 部 長

技 術 部 長 土木開発工学科専攻 高橋　修平 留学生教育相談室長

留学生教育相談室長 各専攻共通 鈴木　一央 機械システム工学科 二俣　正美

機械システム工学科 二俣　正美 事 務 局 長 電気電子工学科 野矢　　厚

電気電子工学科 野矢　　厚 情報システム工学科 藤原　祥隆

情報システム工学科 藤原　祥隆 化学システム工学科 福井　洋之

化学システム工学科 福井　洋之 機能材料工学科 佐々木克孝

機能材料工学科 佐々木克孝 土木開発工学科 榎本　浩之

土木開発工学科 榎本　浩之 共 通 講 座 鈴木　一央

共 通 講 座 鈴木　一央 事 務 局 長

事 務 局 長

人 事 委 員 会 安全管理・環境対策委員会 教 務 委 員 会 学 生 委 員 会 入学者選抜委員会

任 期 １４．４．１～１５．３．３１ １４．４．１～１６．３．３１ １４．４．１～１６．３．３１ １４．４．１～１６．３．３１ １４．４．１～１５．３．３１

委員長 学 長 副学長（総務・研究担当） 副学長（教務・学生担当） 副学長（教務・学生担当） 学 長

委 員 副学長（総務・研究担当） 附 属 図 書 館 長 附 属 図 書 館 長 留学生教育相談室長 副学長（総務・研究担当）

副学長（教務・学生担当） 地域共同研究センター長 情報処理センター長 機械システム工学科 松村　昌典 副学長（教務・学生担当）

機械システム工学科 二俣　正美 機器分析センター長 留学生教育相談室長 電気電子工学科 平山　浩一 機械システム工学科 大橋　鉄也

機械システム工学科 小林　道明 未利用エネルギー研究センター長 機械システム工学科 小林　道明 情報システム工学科 中垣　　淳 電気電子工学科 細矢　良雄

電気電子工学科 谷藤　忠敏 保健管理センター所長 電気電子工学科 吉田　公策 化学システム工学科 鈴木　　勉 情報システム工学科 河野　正晴

電気電子工学科 谷本　　洋 情報処理センター長 情報システム工学科 亀丸　俊一 機能材料工学科 渡邊　眞次 化学システム工学科 堀内　淳一

情報システム工学科 鈴木　茂人 技 術 部 長 化学システム工学科 吉田　　孝 土木開発工学科 佐渡　公明 機能材料工学科 井上　貞信

情報システム工学科 山田　浩嗣 機械システム工学科 坂本　弘志 機能材料工学科 青木　　清 共 通 講 座 小川　芳樹 土木開発工学科 前田　寛之

化学システム工学科 小林　正義 電気電子工学科 菅原　宣義 土木開発工学科 海老江邦雄 共 通 講 座 下村五三夫

化学システム工学科 吉田　　孝 情報システム工学科 柴田　孝次 共 通 講 座 大野　　晃

機能材料工学科 増田　　弦 化学システム工学科 伊藤　好二

機能材料工学科 井上　貞信 機能材料工学科 佐藤　充典

土木開発工学科 榎本　浩之 土木開発工学科 内島　邦秀

土木開発工学科 内島　邦秀 共 通 講 座 柳　　　等

共 通 講 座 照井日出喜 事 務 局 長

共 通 講 座 金倉　忠之 総 務 課 長

会 計 課 長

教 務 課 長

学 生 課 長

施 設 課 長

入 学 主 幹

附属図書館事 務 長

人　事

－２８－

北見工業大学学報　２００２．３



附属図書館委員会 地域共同研究センター兼任教官 機器分析センター兼任教官 未利用エネルギー研究センター兼任教官 情報処理センター兼任教官

任 期 １４．４．１～１６．３．３１ １４．４．１～１６．３．３１ １３．４．１～１５．３．３１ １３．６．６～１５．３．３１ １４．４．１～１６．３．３１

委員長 附 属 図 書 館 長

委 員 機械システム工学科 森谷　　優 機械システム工学科 坂本　弘志 機械システム工学科 冨士　明良 機械システム工学科 佐々木正史 機械システム工学科 松村　昌典

電気電子工学科 柏　　達也 電気電子工学科 山城　　迪 電気電子工学科 野矢　　厚 化学システム工学科 鈴木　　勉 機械システム工学科 藤木　裕行

情報システム工学科 吉田　秀樹 情報システム工学科 藤原　祥隆 情報システム工学科 原田　康浩 機能材料工学科 高橋　信夫 電気電子工学科 平山　浩一

化学システム工学科 三浦　宏一 化学システム工学科 小林　正義 化学システム工学科 三浦　宏一 機器分析センター 南　　尚嗣 電気電子工学科 植田　孝夫

機能材料工学科 伊藤　英信 機能材料工学科 増田　　弦 機能材料工学科 増田　　弦 情報システム工学科 後藤文太朗

土木開発工学科 内島　邦秀 土木開発工学科 高橋　修平 土木開発工学科 前田　寛之 情報システム工学科 中垣　　淳

共 通 講 座 谷口　孝男 共 通 講 座 金倉　忠之 共 通 講 座 谷口　孝男 化学システム工学科 馬場　雄久

土木開発工学科 早川　　博

地域共同研究センター 宇都　正幸

土木開発工学科 三上　修一
（１３．３．１～１５．２．２８）

クラス担任（１年） クラス担任（２年） クラス担任（３年） クラス担任（４年） 就 職 担 当 教 官

任 期 １４．４．１～１５．３．３１ １４．４．１～１５．３．３１ １４．４．１～１５．３．３１ １４．４．１～１５．３．３１ １４．４．１～１５．３．３１

機械システム工学科 尾崎　義治 機械システム工学科 大橋　鉄也 機械システム工学科 小林　道明 機械システム工学科 二俣　正美 機械システム工学科

　学 部 佐々木正史機械システム工学科 鈴木聡一郎 機械システム工学科 藤木　裕行 機械システム工学科 松村　昌典 機械システム工学科 佐々木正史

　学 部 菅原　幸夫電気電子工学科 菅原　宣義 電気電子工学科 川村　　武 電気電子工学科 村田　年昭 電気電子工学科 山城　　迪

　大 学 院 佐々木正史電気電子工学科 熊耳　　浩 電気電子工学科 武山　眞弓 電気電子工学科 柏　　達也 電気電子工学科 野矢　　厚

　大 学 院 菅原　幸夫情報システム工学科 鈴木　正清 情報システム工学科 三浦　則明 情報システム工学科 山田　浩嗣 情報システム工学科 藤原　祥隆
電気電子工学科情報システム工学科 鈴木　範男 情報システム工学科 渡辺　文彦 情報システム工学科 榮坂　俊雄 化学システム工学科 福井　洋之
　学 部 山城　　迪化学システム工学科 星　　雅之 化学システム工学科 伊藤　純一 化学システム工学科 山田　哲夫 機能材料工学科 佐々木克孝
　学 部 野矢　　厚

化学システム工学科 三浦　宏一 化学システム工学科 伊藤　好二 化学システム工学科 高橋　行雄 土木開発工学科 森　　訓保
　大 学 院 山城　　迪

機能材料工学科 松田　　剛 機能材料工学科 阿部　良夫 機能材料工学科 射水　雄三 土木開発工学科 早川　　博
　大 学 院 野矢　　厚

土木開発工学科 伊藤　陽司 土木開発工学科 後藤　隆司 土木開発工学科 高橋　修平
情報システム工学科

土木開発工学科 高橋　　清 土木開発工学科 三上　修一 土木開発工学科 川村　　彰
　学 部 神谷　祐二

　大 学 院 神谷　祐二

化学システム工学科

　学 部 福井　洋之

　大 学 院 福井　洋之

機能材料工学科

　学 部 佐々木克孝

　大 学 院 佐々木克孝

土木開発工学科

　学 部 森　　訓保

　学 部 早川　　博

　大 学 院 森　　訓保

　大 学 院 早川　　博

人　事
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＝諸報＝
次期学長に常本秀幸副学長を選出

（総　務　課）

　厚谷郁夫学長の任期満了（３月３１日）に伴う

次期学長候補者選挙は、１月７日（第１次選挙）、

１６日（第２次選挙）の両日実施され、常本秀幸

副学長（６０歳）が選出されました。

　常本氏は、昭和３９年に北海道大学工学部を卒

業後、民間企業を経て昭和４９年に本学機械工学

科助教授として採用され、昭和５８年に応用機械

工学科教授となられました。また、この間平成

５年度から４年間は学生部長、平成１２年４月か

ら２年間は副学長を歴任されました。専門分野

は熱工学。

平成１３年度北見工業大学地域懇話会の開催
（総　務　課）

　１月２１日（月）、本学会議室で「北見工業大学

地域懇話会」が開催されました。

　懇話会は、地域有識者から自由闊達な意見等

を受けることにより本学が地域社会に根ざした

特色のある大学として発展・貢献していくこと

を目的に、平成９年度から毎年開催しているも

ので、今年で５回目の開催となります。

　厚谷学長の挨拶の後、大学側から昨年１２月の

本学運営諮問会議からの答申について説明があ

った後、各委員から大学の再編・統合のメリッ

ト、今後の地域との連携の在り方等について活

発な意見交換が行われました。

　これらの提案、意見等を今後の大学改革の議

論の中で役立てていくことになります。

諸　報

－３０－
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簿記研修の実施
（会　計　課）

　本学では、１月２１日から２月２５日まで、延べ、

１５回にわたり事務系職員を対象とした簿記研修

を実施しました。この研修は日商簿記３級程度

の基礎知識を習得させ、企業会計等に関する理

解をもたらせることにより、職員の意識の改革

と資質の向上を図ることを目的に実施したもの

です。研修は専門学校から講師を招き、会計課

職員を中心に２３名の職員が受講しました。

外国人留学生スキー研修
（教　務　課）

　１月１０日（木）在学中の外国人留学生と家族

を対象に、長く寒い北見の冬を楽しく過ごすた

めに「外国留学生スキー研修」を今年も実施し

ました。

　スキー研修は、指導員の指導の下、能力別に

３グループに分かれてレッスンが行われました。

　雪の全くない国からの留学生も多く、大半が

スキー未経験者で、初めのうちは歩くのがやっ

とだった人も、お昼頃にはリフトに乗ってゆっ

くり滑り降りることができるまでに上達しまし

た。今年度からは、日本人学生が参加し、初心

者の留学生には指導者の助手としてマンツーマ

ンで、お手伝いをかってでてくれました。

　当日は好天にも恵まれ、留学生は、疲れも忘

れ休憩も返上して、時間終了ぎりぎりまでスキ

ーを楽しんでおりました。

　帰りのバスの中でも、今滑ったスキーの話で

もちきりで、冬の北見を充分に満喫した様子で

した。

諸　報
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JABEEに関する講演会を開催
（教　務　課）

　去る２月４日、教職員を対象に日本技術者教

育認定機構（JABEE）の審査申請に向けての講

演会を開催しました。

　講演は、大阪大学大学院工学研究科の大中逸

雄教授から「JABEEへの本審査申請等最近の

動向について」、また、室蘭工業大学の田村享

助教授から「JABEE（土木系）審査の要点」と

題しそれぞれ行われました。講演の後、JABEE

審査申請についての問題点等について活発な質

疑がかわされました。

「平成１３年度教育優秀者賞」表彰式を実施
（教　務　課）

　平成１３年度に実施した学生による授業評価の

結果、授業への準備、熱意、指導等に顕著な教

育優秀者７名（各学科６名、共通講座１名）を

選考しました。

　選ばれた７名には、２月１３日、「平成１３年度

教育優秀者賞」の表彰式が行われ、学長からの

ねぎらいの言葉の後、１人ひとりに楯が授与さ

れました。

　また、受賞者を代表し、機械システム工学科

の冨士教授から「これからもこの賞を励みに一

層学生の立場に立った授業を行う」旨の決意と

お礼の言葉がありました。

　なお、受賞された方々は以下のとおりです。

機械システム工学科　　教　授　　冨　士　明　良

電気電子工学科　　　　教　授　　田　村　淳　二

情報システム工学科　　助教授　　三　浦　則　明

化学システム工学科　　助教授　　星　　　雅　之

機能材料工学科　　　　助教授　　宇　都　正　幸

土木開発工学科　　　　教　授　　庄　子　　　仁

共通講座　　　　　　　教　授　　平　野　温　美

学長を中央に記念写真

大中教授 田村助教授

諸　報
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厚谷学長退官記念講演会を開催
（総　務　課）

　この３月に任期満了により退官となる厚谷学

長の退官記念講演会が、３月２７日（水）午後５時

３０分から市内のビッツアークホテルで開催され

ました。

　記念講演会は、鮎田副学長の司会で進められ、

常本副学長の発起人代表挨拶の後、引き続き厚

谷学長が、「わが半生（反省）－北見工業大学

と共に－」と題し、昭和４６年本学へ赴任以降３１

年間の「学者人生」を振り返って、約１時間に

わたり講演されました。

　学長在任期間中は、教育研究の基盤整備、特

に大学院博士課程の設置による大学院の充実、

機器分析センター及び未利用エネルギー研究セ

ンター、総合研究棟及びサテライト・ベンチャ

ー・ビジネス・ラボラトリーの設置、道内で最

初の再編・統合に踏み出したこと等本学の充実

・発展に努められました。

　一般市民を含め約１５０人が出席する中、「大

学改革は、多くの協力者がいなければできなか

った。」との言葉で締めくくられました。

諸　報
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＝　規程　＝

北見工業大学学則の一部を改正する学則

平成１４年３月５日

北工大達第４号

　北見工業大学学則（昭和４１年４月１日制定）の一部を次のように改正する。

　第２条を次のように改める。

　（学部）

第２条　本学に置く学部、学科及び共通講座並びに講座は、次のとおりとする。

２　学部の入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。

　第１８条中第５号を第６号とし、第４号を第５号とし、第３号の次に次の１号を加える。

　四　外国において、学校教育における１３年又は１４年の課程を修了した者

　第３２条第１項の表中

　別表 （第３０条、第３２条関係）機械システム工学科選択科目 の表中

学部 学科及び共通講座 講 座

工

学

部

機械システム工学科 機械シンセシス、機械インテリジェンス

電 気 電 子 工 学 科 電気システム、電子システム

情報システム工学科 情報数理工学、知能情報工学

化学システム工学科 応用化学、環境化学

機 能 材 料 工 学 科 機能材料設計学、機能分子材料学

土 木 開 発 工 学 科 社会基盤工学、寒冷地工学

共 通 講 座 人間科学

学 科 入学定員
第 ３ 年 次
編入学定員 収容定員

機械システム工学科 ８０ ３２０

電 気 電 子 工 学 科 ８０ ３２０

情報システム工学科 ６０ ２４０

化学システム工学科 ６０ ２４０

機 能 材 料 工 学 科 ５０ ２００

土 木 開 発 工 学 科 ８０ ３２０

（第３年次編入学定員） １０ ２０

計 ４１０ １０ １，６６０

「 化学システム工学科 ６４単位 ４単位 １０単位 ４６単位以上 １２４単位以上 」を

「 化学システム工学科 ６６単位 ４単位 １０単位 ４４単位以上 １２４単位以上 」に改める。

「 シ ス テ ム 工 学 講義 ２ ２ 」を

「 シ ス テ ム 工 学 講義 ２ ２ 」に、

規　程
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　別表 （第３０条、第３２条関係）機械システム工学科選択科目 の表中

注第３号を注第４号とし、注第２号を注第３号とし、注第１号の次に次の１号を加える。

　　　２　選択科目 の３５単位のうち電気電子工学実習 及び については、いずれか１単位を認

めることができる。

注を次のように改める。

　注　１　選択科目 から１１単位以上修得しなければならない。

　　　２　選択科目 の１１単位のうち機械工学特別実習 及び については、いずれか１単位を認

めることができる。

　別表 （第３０条、第３２条関係）電気電子工学科選択科目 の表中

「 熱 移 動 工 学 講義 ２ ２
を

熱 エ ネル ギ ー 論 講義 ２ ２ 」

「 熱 移 動 工 学 講義 ２ ２
に、

熱工学システム設計学 講義 ２ ２ 」

「 計 算 力 学 講義 ２ ２

を
計算機援用加工学

講義

演習
２ ２

講義１単位

演習１単位 」

「 計 算 力 学 講義 ２ ２

に、
熱 エ ネ ル ギ ー 論 講義 ２ ２

計算機援用加工学
講義

演習
２ ２

講義１単位

演習１単位 」

「 小 計 ７１ ２ １２ ３７ １４ 」を

「 小 計 ７３ ２ １４ ３９ １２ 」に改める。

「 機械工学特別実習 実習 １ １
を

小 計 １７ １６ １ 」

「 機械工学特別実習 実習 １ １

に、機械工学特別実習 実習 １ １

小 計 １８ １６ １ １ 」

「 電気電子工学実習 実習 １ １ 」を

「 電気電子工学実習 実習 １ １
に、

電気電子工学実習 実習 １ １ 」

「 小 計 ７６ ６ １１ ３３ ２０ 」を

「 小 計 ７７ ６ １１ ３４ ２０ 」に改め、

規　程
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　別表 （第３０条、第３２条関係）情報システム工学科選択科目 の表の注を次のように改める。

　注　１　選択科目 及び選択科目 から３２単位以上修得しなければならない。ただし、選択科目

から３０単位以上修得しなければならない。

　　　２　選択科目 の３０単位のうち情報システム工学特別実習 及び については、いずれか１

単位を認めることができる。

　　　３　選択科目 のうち１０単位までは他学科の授業科目での充当を認めることができる。ただ

し、同名及び同内容の科目は除く。

　　　４　表中の（　）内単位数は、小計欄の各年次別開設単位数には含まない。

　別表 （第３０条、第３２条関係）化学システム工学科必修科目の表中

　別表 （３０条、第３２条関係）化学システム工学科選択科目 の表中

注を次のように改める。

　注　１　選択科目 から４４単位以上修得しなければならない。

　　　２　選択科目 の４４単位のうち化学システム工学特別実習 及び については、いずれか１

単位を認めることができる。

　　　３　選択科目 の４４単位のうち１０単位までは他学科の授業科目での充当を認めることができ

る。ただし、同名及び同内容の科目は除く。

　　　４　表中の（　）内単位数は、小計欄の各年次別開設単位数には含まない。

「
分 析 化 学

講義

演習
２ ２

講義１単位

演習１単位

に、分 析 化 学 講義 ２ ２

工 業 化 学 量 論 講義 ２ ２

化 学 工 学 講義 ２ ２

化 学 工 学 講義 ２ ２ 」

「 分 析 化 学 講義 ２ ２

を
分 析 化 学 講義 ２ ２

化 学 工 学 講義 ２ ２

化 学 工 学 講義 ２ ２ 」

「 小 計 ６４ ３７ １８ ４ ５ 」を

「 小 計 ６６ ３７ １８ ６ ５ 」に改める。

「 化学システム工学特別実習 実習 １ １ を

「 化学システム工学特別実習 実習 １ １
に、

化学システム工学特別実習 実習 １ １ 」

「 小 計 ７７ ８ １５ ４２ ６ 」を

「 小 計 ７８ ８ １５ ４３ ６ 」に、

規　程
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　別表 （第３０条、第３２条関係）機能材料工学科必修科目の表中

　別表 （第３０条、第３２条関係）機能材料工学科選択科目 の表中

注第３号を注第４号とし、注第２号を注第３号とし、注第１号の次に次の１号を加える。

　　　２　選択科目 のうち機能材料工学特別実習 及び については、いずれか１単位を認める

ことができる。

　別表 （第３０条、第３２条関係）土木開発工学科選択科目 の表中

「 材 料 物 理 化 学 講義 ２ ２ 」を

「 熱 力 学 講義 ２ ２ 」に改める。

「 材 料 物 理 化 学 講義 ２ ２ 」を

「 反 応 速 度 論 講義 ２ ２ 」に、

「 機能材料工学特別実習 実習 １ １ 」を

「 機能材料工学特別実習 実習 １ １ 」に、

「 高 分 子 科 学 講義 ２ ２
を

高 分 子 科 学 講義 ２ ２ 」

「 高 分 子 科 学 講義 ２ ２

に、機能材料工学特別実習 実習 １ １

高 分 子 科 学 講義 ２ ２ 」

「 有 機 合 成 工 学 講義 ２ ２ 」を

「 有 機 工 業 化 学 講義 ２ ２ 」に、

「 小 計 ６９ ２３ ３８ ２ 」を

「 小 計 ７０ ２３ ３９ ２ 」に改め、

「 コンクリート工学 講義 ２ ２ 」を

「 コンクリート工学 講義 ２ ２ 」に、

「 応 用 水 文 学 講義 ２ ２
を

海 岸 工 学 講義 ２ ２ 」

「 水 文 学 講義 ２ ２ 」に、

規　程
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注第３号を注第４号とし、注第２号を注第３号とし、注第１号の次に次の１号を加える。

　　　２　選択科目 の２７単位のうち土木開発工学特別実習 及び については、いずれか１単位

を認めることができる。

　　　附　則

１　この学則は、平成１４年４月１日から施行する。

２　この学則施行の際、現に改正前の学則により授業科目を履修する者については、この学則によ

る改正後の学則第３０条第１項及び第３２条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

　　　改正理由

　国立学校設置法の一部を改正する法律（平成１３年法律第７６号）の公布、ツイニングプログラムの

導入及びより適切な教育効果を期するための所要の改正

　行政機関の休日において事務の全部又は一部を行う北見工業大学の施設等を定める規程（平成５

年北工大達第２号）の一部を次のように改正する。

　第３条第１項中「掲げる土曜日」を「掲げる日曜日及び土曜日」に、「当該土曜日」を「当該日

曜日又は土曜日」に改め、同条第２項中「各休業期間中の土曜日」を「各休業期間中の日曜日及び

土曜日」に改める。

　　　附　則

　この規程は、平成１４年４月１日から施行する。

　　　改正理由

　附属図書館の日曜日開館実施に伴う所要の改正

　行政機関の休日において事務の全部又は一部を行う北見工業大学の
　施設等を定める規程の一部を改正する規程

平成１４年３月５日

北工大達第５号

「 土木開発工学特別実習 実習 １ １ 」を

「 ガスハイドレート工学入門 講義 ２ ２

に、土木開発工学特別実習 実習 １ １

土木開発工学特別実習 実習 １ １ 」

「 小 計 ６２ ７ ３２ １７ 」を

「 小 計 ６３ １１ ２９ １７ 」に改め、

規　程
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北見工業大学教育課程履修規程の一部を改正する規程

平成１４年３月５日

北工大達第６号

　北見工業大学教育課程履修規程（昭和４２年２月９日制定）の一部を次のように改正する。

　第４条第１項第１号の表中

　　　附　則

１　この規程は、平成１４年４月１日から施行する。

２　この規程施行の際、現に改正前の規程により授業科目を履修する者については、この規程によ

る改正後の規程第４条第１項第１号の規定にかかわらず、なお従前の例による。

　　　改正理由

　より適切な教育効果を期するための所要の改正

　北見工業大学附属図書館利用規程（昭和４２年４月１日制定）の一部を次のように改正する。

　第３条第１号を削り、同条第６号中「土曜日」を「日曜日及び土曜日」に改め、同条第２号を同

条第１号とし、同条第３号以下を１号ずつ繰り上げる。

　第４条第１項中第２号を第３号とし、第１号を第２号とし、同号の前に次の１号を加える。

　一　日曜日　　　　　　　　１０時から１６時３０分まで

　　　附　則

　この規程は、平成１４年４月１日から施行する。

　　　改正理由

　附属図書館の日曜日開館実施に伴う所要の改正

北見工業大学附属図書館利用規程の一部を改正する規程

平成１４年３月５日

北工大達第７号

「

電気電子工学科 ５４単位以上
Ａから４単位以上

Ｂから６単位以上

１８単位以上

（他学科の科

目を６単位ま

で認める）

５単位以上

」

を

「

電気電子工学科 ５４単位以上
Ａから４単位以上

Ｂから６単位以上

２４単位以上

（他学科の科

目を６単位ま

で認める）

５単位以上

」

に改める。

規　程

－３９－

北見工業大学学報　２００２．３



　（設置）

第１条　北見工業大学（以下「本学」という。）に、北見工業大学サテライト・ベンチャー・ビジ
ネス・ラボラトリー（以下「ラボラトリー」という。）を置く。

　（目的）

第２条　ラボラトリーは、本学の大学院において、ベンチャー・ビジネスの萌芽ともなるべき独創
的な研究開発を推進するとともに、高度の専門的職業能力を持つ創造的な人材を育成することを

目的とする。

　（業務）

第３条　ラボラトリーは、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる業務を行う。
　一　将来の和が国の産業を支える基盤技術についての研究開発プログラムの推進

　二　前号に係る研究開発を進めるための動向調査に関する研究者の海外派遣及び外国人研究者の

招へい

　三　大学院学生及び若手研究者を主体とする共同研究計画の支援

　四　その他、ラボラトリーの目的を達成するために必要な事業

　（職員）

第４条　ラボラトリーに次に掲げる職員を置く。
　一　ラボラトリー長

　二　その他必要な職員

　（ラボラトリー長）

第５条　ラボラトリー長は、本学の専任教授のうちから学長が選考する。
２　ラボラトリー長は、ラボラトリーの業務を掌理する。

３　ラボラトリー長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じたときの後任のラボ

ラトリー長の任期は、前任者の残任期間とする。

　（兼任教官）

第６条　ラボラトリーの円滑な運営を図るため、兼任教官を若干人置く。
２　兼任教官は、ラボラトリーにおける研究及び管理運営業務に従事する。

３　兼任教官は、大学院を担当する本学専任の教授又は助教授のうちからラボラトリー長の推薦に

基づき、学長が命ずる。

４　兼任教官の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じたときの後任の兼任教官の

任期は、前任者の残任期間とする。

　（審議機関）

第７条　ラボラトリーの運営に関する重要事項は、総務委員会で審議する。
　（庶務）

第８条　ラボラトリーに関する庶務は、総務課において行う。
　（雑則）

第９条　この規程に定めるもののほか、ラボラトリーに関する必要な事項は、別に定める。

北見工業大学サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー規程

平成１４年３月５日

北工大達第８号

規　程

－４０－

北見工業大学学報　２００２．３



　　　　附　則

　１　この規程は、平成１４年３月５日から施行する。

　２　この規程施行の後、最初に任命されるラボラトリー長及び兼任教官の任期は、第５条第３項

及び第６条第４項の規定にかかわらず、平成１６年３月３１日までとする。

　　　　制定理由

　　北見工業大学サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー設置に伴う制定

　北見工業大学大学院規程（昭和５９年北工大達第８号）の一部を次のように改正する。

　第４条の見出しを「（専攻等）」に改め、同条中「専攻」を「入学定員」に改め、同条を同条第

２項とし、同条に第１項として次の１項を加える。

　研究科に置く専攻及び共通講座並びに講座は、次のとおりとする。

北見工業大学大学院規程の一部を改正する規程

平成１４年３月５日

北工大達第９号

課 程 専攻及び共通講座 講 座

博士前期

課 程

機械システム工学専攻 機械シンセシス、機械インテリジェンス

電気電子工学専攻 電気システム、電子システム

情報システム工学専攻 情報数理工学、知能情報工学

化学システム工学専攻 応用化学、環境化学

機能材料工学専攻 機能材料設計学、機能分子材料学

土木開発工学専攻 社会基盤工学、寒冷地工学

共 通 講 座 人間科学

博士後期

課 程

システム工学専攻
生産システム工学、情報通信システム工学、

寒地社会システム工学

物 質 工 学 専 攻 物質変換工学、材料設計工学

規　程

－４１－

北見工業大学学報　２００２．３



　別表 （第９条の２関係）博士前期課程土木開発工学専攻の表中

　別表 （第９条の２関係）博士前期課程各専攻共通の表中

「

選

択

科

目

交 通 工 学 特 論 講義 ２ ２

を

水 理 学 特 論 講義 ２ ２

港 湾 工 学 特 論 講義 ２ ２

河 川 水 理 学 特 論 講義 ２ ２

上 ・ 下 水 道 工 学 特 論 講義 ２ ２

氷 物 性 特 論 講義 ２ ２

雪 氷 学 特 論 講義 ２ ２

応 用 物 理 学 特 論 講義 ２ ２

地 球 科 学 特 論 講義 ２ ２

合 計 ５０ ５０ 」

「

選

択

科

目

交 通 工 学 特 論 講義 ２ ２

に改める。

都 市 交 通 計 画 特 論 講義 ２ ２

水 理 学 特 論 講義 ２ ２

河 川 水 理 学 特 論 講義 ２ ２

水 循 環 シ ス テ ム 論 講義 ２ ２

上 ・ 下 水 道 工 学 特 論 講義 ２ ２

氷 物 性 特 論 講義 ２ ２

雪 氷 学 特 論 講義 ２ ２

応 用 物 理 学 特 論 講義 ２ ２

地 球 科 学 特 論 講義 ２ ２

結 晶 成 長 基 礎 論 講義 ２ ２

合 計 ５４ ５４ 」

「 ベンチャービジネス特論 講義 ２ ２
を

合 計 １４ １４ 」

「 ベンチャービジネス特論 講義 ２ ２

に改める。リスク・マネジメント概論 講義 ２ ２

合 計 １６ １４ ２ 」

規　程

－４２－
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　別表 （第９条の２関係）博士後期課程システム工学専攻の表中

「

選

択

科

目

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
工
学

ロバスト制御特論 講義 ２ ２

を

ディジタル制御特論 講義 ２ ２

情報通信システム設計特論 講義 ２ ２

ソフトプロセッシング特論 講義 ２ ２

光 シ ス テ ム 特 論 講義 ２ ２

知的計算機構特論 講義 ２ ２

画像パターン認識特論 講義 ２ ２

光 工 学 特 論 講義 ２ ２

応用関数解析特論 講義 ２ ２

離 散 数 学 特 論 講義 ２ ２

非線形力学系理論 講義 ２ ２

組 合 せ 幾 何 学 講義 ２ ２ 」

「

選

択

科

目

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
工
学

ロバスト制御特論 講義 ２ ２

に、

計 算 機 制 御 理 論 講義 ２ ２

情報通信システム設計特論 講義 ２ ２

ソフトプロセッシング特論 講義 ２ ２

光 シ ス テ ム 特 論 講義 ２ ２

確 率 的 推 論 特 論 講義 ２ ２

生 体 情 報 特 論 講義 ２ ２

画像パターン認識特論 講義 ２ ２

光 工 学 特 論 講義 ２ ２

多次元情報処理論 講義 ２ ２

応用特殊函数特論 講義 ２ ２

離 散 数 学 特 論 講義 ２ ２

非線形力学系理論 講義 ２ ２

組 合 せ 幾 何 学 講義 ２ ２

科学データベースシステム特論 講義 ２ ２ 」

「

寒
地
社
会
シ
ス
テ
ム
工
学

を

道路交通システム特論 講義 ２ ２

水 質 制 御 工 学 講義 ２ ２

水 文 学 特 論 講義 ２ ２

海 岸 波 道 工 学 講義 ２ ２

土 砂 水 理 学 講義 ２ ２

氷 床 物 理 学 特 論 講義 ２ ２

応 用 雪 氷 学 特 論 講義 ２ ２

低 温 物 理 学 特 論 講義 ２ ２

地球環境科学特論 講義 ２ ２

合 計 １１４ １１４ 」

規　程

－４３－
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　　　附　則

１　この規程は、平成１４年４月１日から施行する。

２　この規程施行の際、現に改正前の規程により授業科目を履修する者については、この規程によ

る改正後の規程第９条の２の規定にかかわらず、なお従前の例による。

　　　改正理由

　国立学校設置法の一部を改正する法律（平成１３年法律第７６号）の公布及びより適切な教育効果を

期するための所要の改正

　北見工業大学総務委員会規程（平成３年北工大達第２６号）の一部を次のように改正する。

　第２条中第１６号を第１７号とし、第８号から第１５号までを１号ずつ繰り下げ、第７号の次に次の１

号を加える。

　　八　サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリーに関する重要な事項

　　　附　則

　この規程は、平成１４年３月１９日から施行する。

　　　改正理由

　サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー設置に伴う所要の改正

北見工業大学総務委員会規程の一部を改正する規程

平成１４年３月１９日

北工大達第１０号

「

寒
地
社
会
シ
ス
テ
ム
工
学

計画システム特論 講義 ２ ２

に改める。

道路交通システム特論 講義 ２ ２

水 質 制 御 工 学 講義 ２ ２

環 境 水 理 学 特 論 講義 ２ ２

水 文 学 特 論 講義 ２ ２

土 砂 水 理 学 講義 ２ ２

氷 床 物 理 学 特 論 講義 ２ ２

応 用 雪 氷 学 特 論 講義 ２ ２

低 温 物 理 学 特 論 講義 ２ ２

地球環境科学特論 講義 ２ ２

ガスハイドレート工学 講義 ２ ２

合 計 １２４ １２４ 」

規　程

－４４－
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　北見工業大学事務組織規程（昭和４２年６月１日制定）の一部を次のように改正する。

　第１６条中第１１号を削り、第２号から第１０号までを１号ずつ繰り下げ、第１号の次に次の１号を加

える。

　　二　学生の生活相談及び助言に関すること。

　　　附　則

　この規程は、平成１４年４月１日から施行する。

　　　改正理由

　学生課の事務組織の変更に伴う所要の改正

　北見工業大学事務組織細則（昭和４２年６月１日制定）の一部を次のように改正する。

　第３条第６項第１号中「（政府調達を含む。）」を削り、同条第７項を第８項とし、同条第６項

の次に次の１項を加える。

７　専門職員（契約担当）は、次の事務をつかさどる。

　一　特定調達契約に係る専門的事項に関すること。

　二　特定調達契約に係る仕様策定委員会及び機種選定委員会に関すること。

　三　その他契約事務に係る専門的事項に関すること。

　第５条中第４項を削り、同条第３項を同条第４項とし、同条第２項中「高度な専門的事項」を「就

職指導に係る高度な専門的事項」に改め、同項を同条第３項とし、同条第１項の次に次の１項を加

える。

２　専門員（学生支援担当）は、次の事務をつかさどる。

　一　学生の生活相談に関わる総括及び学生の生活指導助言に係る企画立案、連絡調整に関するこ

と。

　二　学生支援に係る情報収集及び広報活動に関すること。

　三　学生の厚生補導に係る専門的事項に関すること。

　四　その他学生課の所掌事務のうち、学生支援に係る高度な専門的事項に関すること。

　

北見工業大学事務組織規程の一部を改正する規程

平成１４年３月２９日

北工大達第１１号

北見工業大学事務組織細則の一部を改正する細則

平成１４年３月２９日

北工大達第１２号

規　程

－４５－
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　　　附　則

　この規程は、平成１４年４月１日から施行する。

　　　改正理由

　会計課及び学生課の事務組織の変更に伴う所要の改正

　北見工業大学職員の勤務時間等に関する規程（昭和５１年北工大達第２３号）の一部を次のように改

正する。

　第４条第１項及び第２項を削る。

　第５条中「別表第４」を「別表第３」に改め、同条を第４条とする。

　第６条中「前３条」を「前２条」に改め、同条を第５条とし、第７条を第６条とし、第８条を第

７条とする。

　第９条中「第５条」を「第４条」に改め、同条を第８条とする。

　別表第３（第４条関係）を削り、別表第４（第５条関係）を別表第３（第４条関係）とする。

　　　附　則

　この規程は、平成１４年４月１日から施行する。

　　　改正理由

　本学において、人事院規則１５－９（宿日直勤務）に規定する勤務を行わないことにすることに伴

う所要の改正

　北見工業大学宿日直勤務規程（昭和４１年７月１日制定）は、廃止する。

　　　附　則

　この規程は、平成１４年４月１日から施行する。

　　　制定理由

　本学において、人事院規則１５－９（宿日直勤務）に規定する勤務を行わないこととすることに伴

う廃止

北見工業大学職員の勤務時間等に関する規程の一部を改正する規程

平成１４年３月２９日

北工大達第１３号

北見工業大学宿日直勤務規程を廃止する規程

平成１４年３月２９日

北工大達第１４号

規　程

－４６－
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　北見工業大学教員の停年に関する規程（昭和４４年５月１５日制定）の一部を次のように改正する。

　題名中「停年」を「定年」に改める。

　本則中「停年」を「定年」に改める。

　第１条中「第８条第２項」を「第８条の２」に改める。

　　　附　則

　この規程は、平成１４年３月２９日から施行し、平成１３年４月１日から適用する。

　　　改正理由

　教育公務員特例法の一部改正に伴う所要の改正

北見工業大学教員の停年に関する規程の一部を改正する規程

平成１４年３月２９日

北工大達第１５号

規　程

－４７－
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＝　学事日程　＝

平　成　１４　年　度　学　事　日　程
（教　務　課）

２００２年

２００３年

４月１日（月）～４月５日（金）　　　　　春季休業日

４月４日（木）　　　　　　　　　　　　　入学式（編入生を含む）

４月５日（金）　　　　　　　　　　　　　新入生ガイダンス（編入生を含む）

４月８日（月）　　　　　　　　　　　　　前期授業開始

６月１３日（木）　　　　　　　　　　　　　開学記念日

６月２１日（金）　　　　　　　　　　　　　休講（大学祭予定）

７月２３日（火）　　　　　　　　　　　　　金曜日授業振替日

７月２４日（水）　　　　　　　　　　　　　月曜日授業振替日

７月２９日（月）～８月９日（金）　　　　　前期定期試験

８月１２日（月）～９月３０日（月）　　　　　夏季休業日

９月２０日（金）　　　　　　　　　　　　　学位記授与式

９月２４日（火）～９月３０日（月）　　　　　集中講義期間

１０月１日（火）　　　　　　　　　　　　　後期授業開始

１２月６日（金）　　　　　　　　　　　　　休講（推薦入学試験（予定））

１２月１８日（水）　　　　　　　　　　　　　月曜日授業振替日

１２月２３日（月）～１２月２６日（木）　　　　　４年次再試験（卒業予定者）

１２月２４日（火）～１月１７日（金）　　　　　冬季休業日

１月１３日（月）～１月１６日（木）　　　　　集中講義期間

１月１７日（金）　　　　　　　　　　　　　入試センター試験準備

１月１８日（土）～１月１９日（日）　　　　　大学入試センター試験

２月１３日（木）　　　　　　　　　　　　　月曜日授業振替日

２月１７日（月）～２月２８日（金）　　　　　後期定期試験（卒業研究審査を含む）

３月３日（月）～３月３１日（月）　　　　　学年末休業日

３月１２日（水）　　　　　　　　　　　　　後期日程入学試験

３月２５日（火）　　　　　　　　　　　　　学位記授与式

学事日程

－４８－
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＝　日誌　＝

（総　務　課）

１月４日　御用始め

１月７日　人事委員会

　　　　　学長候補者選挙管理委員会

　　　　　学長候補者第一次選挙

１月９日　総務委員会

１月１０日　留学生スキー研修

１月１１日　学長候補者選挙管理委員会

　　　　　大学院専攻主任会議

　　　　　職員成人式

１月１５日　大学入試センター試験監督員説明会

１月１６日　学長候補者選挙管理委員会

　　　　　学長候補者第二次選挙

　　　　　第６４２回教授会

　　　　　第１１９回研究科委員会

１月１７日　附属図書館委員会

　　　　　ＴＯＥＩＣ　ＩＰ試験

１月１９日　大学入試センター試験（～２０日）

１月２１日　地域懇話会

１月２３日　施設専門委員会

２月１日　特別教養プログラム講演会

２月４日　ＪＡＢＥＥに関する講演会

２月５日　人事委員会

２月６日　産学官連携シンポジウム

　　　　　－ＩＴ化の波・ハイタッチフロント

の構築に向けて－

２月７日　社会人ブラッシュアップ教育推進プ

ロジェクト：フォーラム「積雪寒冷

対新技術」

２月８日　教務委員会

２月１２日　大学院博士前期課程（第２次）入学

試験（学力）

　　　　　大学院博士後期課程（第２次）入学

試験（面接）

２月１３日　大学院博士前期課程（第２次）入学

試験（面接）

　　　　　入学試験実施委員会

　　　　　北見工業大学教育優秀者表彰式

２月１４日　総務委員会

　　　　　大学院専攻主任会議

２月１５日　第１０回客員教授特別講演会

２月１８日　後期定期試験

２月１９日　入学者選抜委員会

２月２０日　第６４３回教授会

　　　　　第１２０回研究科委員会

　　　　　大学院博士前期及び後期課程合格発

表

　　　　　私費外国人留学生選抜合格発表

２月２７日　総務委員会

日　誌

－４９－
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－５０－

人事異動・住所変更等については４月１１日まで掲載しました。

※この学報は再生紙を使用しています。

２～４

５～６

６～１１

１２～１３

１３～２９

３０～３３

３４～４７

４８

４９

平成１３年度学位記授与式

入 試

寄 稿

研 究 助 成

人 事

諸 報

規 程

学 事 予 定

日 誌

告辞、平成１３年度学位記授与式挙行

大学入試センター試験の実施、大学院工学研究科（第２次）入学試

験の実施、入学試験の実施、平成１４年度入試実施結果統計

わが半生（反省）／北見工業大学と共に・退官の記

平成１３年度民間等との共同研究の受入状況、平成１３年度受託研究の

受入状況、平成１３年度奨学寄附金の受入状況

人事異動、部局長等紹介、新任者紹介、住所変更等、海外渡航、各

種委員会等

次期学長に常本秀幸副学長を選出、平成１３年度北見工業大学地域懇

話会の開催、簿記研修の実施、外国人留学生スキー研修、ＪＡＢＥ

Ｅに関する講演会開催、「平成１３年度教育優秀者賞」表彰式の実施、

学長主催特別講演会の開催、厚谷学長退官記念講演会の開催

北見工業大学学則の一部を改正する学則、行政機関の休日において

事務の全部又は一部を行う北見工業大学の施設等を定める規程の一

部を改正する規程、北見工業大学教育課程履修規程の一部を改正す

る規程、北見工業大学附属図書館利用規程の一部を改正する規程、

北見工業大学サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー規

程、北見工業大学大学院規程の一部を改正する規程、北見工業大学

総務委員会規程の一部を改正する規程、北見工業大学事務組織規程

の一部を改正する規程、北見工業大学事務組織細則の一部を改正す

る細則、北見工業大学職員の勤務時間等に関する規程の一部を改正

する規程、北見工業大学宿日直勤務規程を廃止する規程、北見工業

大学教員の停年に関する規程の一部を改正する規程

平成１４年度学事日程

１月・２月


